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及
　
川
　
英
　
二
　
郎

…
【
要
約
】
　
本
稿
は
、
昭
和
恐
妻
お
よ
び
満
州
事
変
を
契
機
に
成
立
し
た
社
会
大
衆
党
を
取
り
上
げ
、
国
家
社
会
主
義
の
流
れ
を
く
む
同
党
の
幹
部
が
、
内

外
の
危
機
に
規
定
さ
れ
た
一
九
三
〇
年
代
の
異
本
を
い
か
に
誘
導
し
よ
う
と
し
て
い
た
か
を
、
日
本
労
働
総
同
盟
を
基
盤
と
し
た
右
派
と
の
関
係
に
着
目

し
つ
つ
再
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
昭
和
恐
慌
を
背
景
に
活
性
化
し
た
国
社
派
は
、
景
気
回
復
と
国
際
情
勢
の
展
開
の
中
で
、
右
派
と
の
対
立
的
な
関
係

を
調
整
し
、
共
同
歩
調
を
実
現
し
て
い
く
。
そ
れ
は
、
一
方
で
は
強
固
な
組
織
基
盤
を
有
す
る
右
派
の
優
位
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
が
、
他
方
で
極
東
情

勢
の
展
踊
を
背
景
に
、
国
社
派
の
政
策
構
想
が
支
配
権
を
確
立
す
る
過
程
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
間
、
国
社
派
は
極
東
情
勢
を
め
ぐ
っ
て
独
自
の
政
策
構
想

を
提
示
し
、
や
が
て
日
中
戦
争
が
長
期
化
す
る
中
で
、
そ
の
構
想
を
全
面
的
に
展
開
す
る
に
い
た
る
。
そ
れ
は
、
右
派
と
の
決
別
で
あ
り
、
新
体
制
運
動

へ
の
合
流
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
七
九
巻
四
号
　
［
九
九
穴
年
七
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
国
家
桂
会
主
義
の
起
源
と
さ
れ
る
高
畠
素
之
は
、
自
ら
主
催
す
る
『
大
衆
運
動
』
の
創
刊
号
（
一
九
二
　
年
五
月
二
一
日
）
に
、
「
消
費
者
本
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
大
衆
運
動
」
と
題
す
る
論
稿
を
よ
せ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「
消
費
者
と
し
て
の
労
働
階
級
と
生
産
者
と
し
て
の
労
働
階
級
と
の
利
害
は
容
易

に
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
事
例
を
8
1
証
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
「
電
車
の
従
業
員
組
合
が
賃
銀
増
額
を
要
求
し
て

罷
業
し
た
場
合
、
当
局
が
其
要
求
を
容
れ
る
と
同
時
に
、
一
方
に
於
い
て
夫
れ
を
償
ふ
べ
く
電
車
賃
を
値
上
げ
し
た
と
す
れ
ば
、
一
般
市
民
殊

に
市
民
中
の
大
多
数
者
た
る
プ
博
レ
タ
リ
ア
は
、
電
車
従
業
員
の
利
益
の
た
め
に
斯
か
る
負
担
の
犠
牲
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」
。
す
な
わ
ち
、
賃

金
を
上
げ
る
と
物
価
が
上
昇
し
て
、
他
の
労
働
者
の
負
担
が
増
大
す
る
。
高
畠
に
よ
れ
ば
、
無
産
大
衆
の
こ
う
し
た
内
部
対
立
は
、
「
労
働
階
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②

級
」
を
「
消
費
不
能
階
級
」
と
位
置
付
け
し
な
お
す
こ
と
で
克
服
し
得
る
と
考
え
ら
れ
た
。

　
む
ろ
ん
、
こ
う
し
た
立
論
は
、
主
要
な
矛
盾
を
労
資
間
の
「
階
級
対
立
扁
に
で
は
な
く
、
「
生
産
者
」
と
「
消
費
者
」
と
い
う
、
　
い
わ
ば
労

働
者
の
内
部
に
あ
る
立
場
の
相
違
に
求
め
て
い
る
点
で
、
飛
躍
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
重
要
な
こ
と

は
、
高
畠
が
第
一
に
こ
う
し
た
飛
躍
に
よ
っ
て
、
結
局
「
階
級
対
立
」
と
い
う
マ
ル
ク
ス
主
義
の
図
式
を
相
対
化
し
、
国
家
機
能
の
超
越
性
を

保
証
す
る
立
脚
点
を
提
示
し
た
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
無
産
大
衆
の
生
活
を
確
保
す
る
の
に
、
賃
金
増
額
と
い
う
労
働
組
合
に
固
有
の
回
路
を

否
定
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
「
消
費
者
本
位
の
大
衆
運
動
」
と
は
、
国
家
に
よ
る
大
衆
の
直
接
的
な
統
制
を
要
請
す
る
運
動
で
あ

っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
れ
は
、
や
が
て
昭
和
恐
慌
が
深
刻
化
す
る
な
か
で
無
産
政
党
内
部
に
支
持
者
を
集
め
、
満
州
事
変
後
の
再
編
成
を
経

て
社
会
大
衆
党
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
本
稿
で
は
、
か
か
る
構
想
を
継
承
す
る
勢
力
を
国
家
社
会
主
義
派
（
国
社
派
）
と
呼
称
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
従
来
の
「
国
社
派
」
規
定
を
、

い
く
ぶ
ん
広
義
に
解
釈
し
な
お
し
た
も
の
と
言
っ
て
よ
い
。
従
来
「
国
社
派
」
と
言
う
場
合
、
主
に
満
州
事
変
を
契
機
に
活
性
化
し
、
政
局
の

安
定
化
に
と
も
な
っ
て
衰
退
し
て
い
く
、
一
部
の
排
外
主
義
的
な
勢
力
を
さ
し
て
い
た
。
し
か
し
、
「
国
社
派
」
に
見
ら
れ
る
排
外
主
義
は
、

固
有
の
国
内
改
革
構
想
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
満
州
事
変
以
後
も
思
想
的
底
流
と
な
っ
て
生
き
つ

づ
け
、
日
中
戦
争
が
長
期
化
す
る
な
か
で
再
び
排
外
主
義
を
お
び
て
台
頭
す
る
の
で
あ
る
。
日
中
戦
争
下
に
再
来
す
る
か
か
る
排
外
主
義
的
潮

流
の
実
態
を
掘
塗
す
る
に
は
、
そ
れ
と
不
可
分
な
国
内
改
革
構
想
が
、
国
際
情
勢
の
展
開
の
中
で
い
か
に
推
移
し
て
き
た
か
を
確
認
す
る
作
業

が
、
不
可
欠
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
「
国
社
派
」
を
、
従
来
の
よ
う
に
排
外
主
義
に
限
定
す
る
の
で
は
な
く
、
国
内
改
革
構
想
を
目
安
に
ト
レ
ー

ス
し
な
お
す
こ
と
で
、
そ
う
し
た
歴
史
的
文
脈
を
よ
リ
ク
リ
ア
ー
に
析
撮
し
得
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
が
、
本
稿
で
「
国
社
派
」
を
再
定
義

す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　
他
方
、
社
大
党
内
部
に
視
点
を
移
し
た
場
合
ど
う
な
る
か
。
従
来
、
麻
生
久
・
河
野
密
・
田
所
輝
明
を
中
心
と
し
た
社
大
愚
幹
部
は
、
鈴
木

文
治
・
松
岡
駒
吉
・
西
羅
末
広
な
ど
日
本
労
働
総
同
盟
（
総
画
盟
）
を
基
盤
と
す
る
右
派
や
、
山
川
均
・
鈴
木
茂
三
郎
な
ど
の
「
労
農
派
」
を
基
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盤
と
す
る
左
派
に
対
し
て
、
い
ず
れ
に
も
与
し
な
い
中
諸
派
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
右
派
は
第
ニ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
に
連
な
っ
て
、
「
反
共
」
を
前
提
に
大
右
翼
の
戦
線
統
一
を
臼
指
し
、
左
派
は
共
産
党
と
対
立
し
つ
つ
も
第
三
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
連

な
り
、
「
共
同
戦
線
党
論
」
に
依
拠
し
て
大
左
翼
の
戦
線
統
一
を
目
指
し
て
き
た
。
襲
踏
派
は
、
こ
う
し
た
左
右
両
翼
の
間
に
あ
っ
て
、
い
ず

れ
に
対
し
て
も
独
圏
の
立
場
を
と
り
な
が
ら
戦
線
統
一
を
志
向
し
て
き
た
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
し
か
し
、
社
大
鑑
幹
部
を
こ
う
し
た
中
間
派
の

延
長
と
し
て
の
み
と
ら
え
る
こ
と
は
、
中
間
派
内
部
に
お
け
る
幹
部
と
下
部
党
員
と
の
意
志
一
致
を
前
提
に
し
て
し
ま
う
点
で
、
私
は
不
適
当

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
社
大
古
幹
部
は
、
中
間
派
の
脆
弱
な
組
織
基
盤
を
、
右
派
に
依
存
す
る
こ
と
で
補
い
つ
つ
、
国
家
社
会
主
義
的
な
政

策
構
想
を
通
し
て
支
配
権
を
確
立
し
て
い
く
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
意
味
あ
い
を
こ
め
て
、
こ
こ
で
は
「
国
社
派
」
と
規
定
す
る
の
が
妥
当
で

　
　
③

あ
ろ
う
。

　
本
稿
の
課
題
は
、
社
大
弓
に
お
い
て
主
導
権
を
に
ぎ
る
、
こ
う
し
た
国
社
派
幹
部
の
政
策
構
想
を
再
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
、
つ

ぎ
の
二
点
に
留
意
し
た
。

　
ま
ず
第
一
に
、
社
辛
党
を
こ
う
し
た
国
社
派
と
、
総
同
盟
を
中
心
と
す
る
右
派
と
の
同
盟
に
よ
っ
て
成
立
し
た
政
党
と
と
ら
え
、
社
大
寒
幹

部
の
動
向
を
、
右
派
と
の
関
係
を
念
頭
に
お
い
て
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
「
消
費
者
本
位
」
と
い
う
国
社
派
特
有
の
論

理
に
よ
れ
ば
、
労
働
組
合
を
通
じ
た
賃
金
増
額
も
、
大
衆
に
内
部
分
化
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
否
定
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
限
り
で
、
そ

れ
は
右
派
の
「
労
資
協
調
」
路
線
と
も
相
反
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
従
来
の
研
究
は
、
主
に
労
農
派
に
連
な
る
左
派
の
視
点
か
ら
論

述
さ
れ
て
き
た
た
め
に
・
こ
う
し
た
国
社
派
と
右
派
と
の
関
係
は
等
閑
に
付
さ
れ
が
ち
だ
・
た
と
言
っ
て
よ
魎
こ
れ
に
卸
し
て
・
近
年
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

「
革
新
派
」
論
の
系
譜
に
属
す
る
研
究
も
出
さ
れ
て
お
り
、
国
社
派
に
固
有
の
特
質
を
と
ら
え
る
点
で
一
定
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
れ
は
逆
に
右
派
と
の
対
立
性
を
固
定
す
る
た
め
、
国
祉
派
が
社
大
党
を
舞
台
に
、
外
な
ら
ぬ
右
派
と
の
協
調
関
係
を
保
持
し
て
い
た
と
い
う

事
態
を
、
説
得
的
に
と
ら
え
き
れ
な
い
と
言
え
る
。
本
稿
は
、
そ
う
し
た
先
行
研
究
の
問
題
点
を
ふ
ま
え
、
社
大
度
の
結
成
か
ら
解
党
に
い
た

る
ま
で
の
過
程
を
、
な
ぜ
国
社
派
が
満
州
事
変
期
に
右
派
と
同
盟
し
、
日
中
戦
争
下
に
離
反
す
る
に
い
た
る
の
か
と
い
っ
た
視
点
か
ら
再
検
討
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す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
社
会
運
動
の
歴
史
的
実
態
を
、
よ
り
的
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
で

あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
そ
れ
と
関
連
し
て
第
二
に
、
本
稿
で
は
社
大
筆
が
提
示
す
る
国
際
政
策
の
考
察
を
重
視
し
た
。
内
外
の
危
機
に
規
定
さ
れ
た
一
九
三

〇
年
代
に
あ
っ
て
、
日
本
を
め
ぐ
る
国
際
環
境
の
推
移
は
、
国
社
派
幹
部
に
と
っ
て
内
政
問
題
と
同
様
に
重
要
な
関
心
事
で
あ
っ
た
。
と
り
わ

け
、
手
掌
清
勢
の
展
開
は
、
そ
の
中
心
的
な
意
義
を
失
わ
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
行
研
究
の
蓄
積
は
、
こ
の
点
で
き
わ
め
て
不
十
分
な

も
の
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
㎎
・
そ
れ
は
・
祉
撃
手
奎
義
的
な
勢
力
が
総
体
と
し
て
・
半
里
叢
争
を
契
機
に
支
配
階
級
に
抱
合
さ
れ
て
行

く
ど
い
う
事
実
か
ら
、
彼
ら
に
は
、
検
討
に
あ
た
い
す
る
独
自
の
国
際
政
策
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
、
な
か
ば
自
明
の
前
提
と
し
て
き
た
結
果

で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
、
社
大
党
幹
部
の
国
際
政
策
を
、
右
派
と
の
相
違
点
に
着
目
し
つ
つ
検
討
す
る
こ
と
で
、
一
九
三
〇
年
代
の
内
外
情
勢
に

対
し
、
こ
の
時
期
の
社
会
運
動
が
い
か
な
る
構
想
に
基
づ
い
て
展
開
さ
れ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

〈
付
記
V

　
典
拠
文
献
中
、
『
社
会
運
動
の
状
況
』
『
社
会
運
動
通
信
』
『
社
会
民
衆
新
聞
』
『
社

会
大
衆
新
聞
』
は
そ
れ
ぞ
れ
、
『
状
況
』
『
往
通
』
『
社
民
』
『
社
大
』
と
略
し
、
総
同

盟
の
『
労
働
』
と
と
も
に
、
年
・
月
・
日
を
加
え
て
本
文
中
に
示
し
た
。

　
ま
た
、
本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
紅
熟
大
学
・
大
原
社
会
問
題
研
究
所
の
横

関
至
先
生
を
は
じ
め
、
職
員
の
方
々
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
、

謝
意
を
表
し
た
い
。

①
写
象
社
会
主
義
の
「
消
費
者
本
位
」
と
い
う
特
徴
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
有
馬

　
学
「
高
畠
素
之
と
國
家
社
会
主
義
派
の
動
向
」
（
『
史
学
雑
誌
』
八
三
1
｝
○
、
一

　
九
七
四
）
、
豊
中
真
人
『
高
畠
素
之
』
（
現
代
評
論
社
、
｛
九
七
八
）
、
山
本
和
重

　
「
日
本
に
お
け
る
国
家
社
会
主
義
労
働
運
動
」
（
『
日
本
歴
史
』
五
三
二
、
一
九
九

　
二
）
な
ど
に
指
摘
が
あ
る
。

②
　
以
上
、
高
畠
素
之
『
批
判
マ
ル
ク
ス
主
義
』
（
二
本
評
論
社
、
　
一
九
二
九
）
二

　
二
八
頁
以
下
。

③
　
社
大
党
内
都
に
お
け
る
幹
部
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
成
田
喜
一
郎
「
社
会

　
大
衆
党
に
お
け
る
『
新
党
運
動
』
」
（
『
歴
史
評
論
』
三
四
二
、
　
一
九
七
入
）
も
参

　
照
。

④
　
こ
う
し
た
視
点
に
た
つ
研
究
と
し
て
は
、
次
の
も
の
が
あ
る
。
神
田
文
人
「
フ

　
ァ
シ
ズ
ム
下
の
社
会
畏
主
主
義
」
（
歴
史
学
研
究
会
編
『
戦
後
臼
本
史
V
』
、
青
木

　
書
店
、
一
九
六
二
）
、
高
橋
彦
博
「
社
会
大
衆
党
の
分
析
」
（
増
島
宏
・
高
橋
彦
博
・

　
大
野
節
子
『
無
産
政
党
の
研
究
』
、
法
政
大
学
出
版
局
、
　
一
九
六
九
）
、
吉
見
義
明

　
「
社
会
大
衆
党
の
方
向
転
換
」
（
『
歴
史
公
論
』
一
九
七
六
・
五
）
。
ま
た
、
近
年

　
に
な
っ
て
地
方
支
部
の
動
向
を
ふ
ま
え
た
研
究
が
患
さ
れ
て
お
り
、
新
た
な
広
が

　
り
を
見
せ
て
い
る
。
小
関
素
明
二
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
『
反
既
成
政
党
勢
力
』

　
の
消
長
に
関
す
る
一
考
察
」
（
『
日
本
史
研
究
臨
三
〇
四
、
一
九
八
七
）
、
小
泉
洋

　
「
被
会
大
衆
党
の
國
家
祉
会
主
義
的
画
一
化
と
小
衛
民
」
（
『
史
林
』
七
三
一
三
、

　
一
九
九
〇
）
、
大
岡
聡
「
日
中
戦
争
期
の
自
治
擁
護
運
動
に
つ
い
て
」
（
『
歴
史
学
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柵
耕
惚
九
臨
六
六
六
、
　
…
九
九
四
）
。

⑤
　
山
室
建
徳
「
縫
会
大
衆
党
小
論
」
（
『
年
報
・
近
代
日
本
研
究
5
』
、
山
川
出
版

　
社
、
一
九
八
三
）
、
有
馬
学
「
田
鼠
輝
明
と
満
州
事
変
期
の
独
会
大
衆
党
」
（
『
史

　
淵
臨
＝
一
五
、
一
九
八
八
）
、
岡
「
豊
中
戦
争
と
社
会
大
衆
党
」
（
『
山
霊
』
一
二

　
九
、
一
九
九
二
）
。

⑥
「
革
新
派
」
論
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
酒
井
哲
哉
コ
九
三
〇
年
代
の
日
本
敷

　
治
～
方
法
論
的
考
察
～
」
（
『
年
報
・
近
代
臼
本
研
究
臨
、
山
川
出
版
社
、
一
九
八

　
八
）
参
照
。

⑦
紙
火
党
の
外
交
論
に
関
し
て
は
、
次
の
研
究
に
言
及
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
高

橋
幕
議
「
詮
会
大
衆
党
の
分
析
］
（
前
掲
）
、
横
関
至
「
戦
時
体
制
と
社
会
罠
主
主

　
義
者
－
河
野
密
の
戦
時
体
側
構
想
を
中
心
と
し
て
一
」
（
臼
本
現
代
史
研
究

　
会
編
『
臼
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
（
2
）
』
大
月
書
店
、
一
九
八
二
）
、
有
馬
学
「
鐙
所
輝

　
曙
と
満
州
事
変
期
の
社
会
大
衆
党
」
、
同
「
日
中
戦
争
と
社
会
大
衆
党
」
（
前
掲
）
。
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国
家
社
会
主
義
の
台
頭
と
社
会
大
衆
党
の
成
立

　
一
九
三
〇
年
二
月
、
浜
口
内
閣
の
も
と
で
行
わ
れ
た
第
十
七
回
総
選
挙
（
第
二
回
男
子
普
通
選
挙
）
は
、
昭
和
恐
慌
の
深
刻
化
と
い
う
条
件
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
無
産
政
党
の
惨
敗
に
終
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
無
産
政
党
内
部
に
戦
線
統
一
の
機
運
を
促
進
す
る
と
同
時
に
、
国
社
派
を
台

頭
さ
せ
る
き
っ
か
け
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
と
り
わ
け
、
前
回
の
総
選
挙
で
、
都
市
部
を
中
心
に
良
好
な
成
績
を
お
さ
め
て
い
た
社
会
民
衆
党
（
社
民
党
）
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
深
刻
な
事

　
　
　
　
①

態
で
あ
っ
た
。
同
党
は
、
一
九
三
〇
年
の
五
月
か
ら
一
〇
月
に
か
け
て
、
『
社
会
民
衆
新
聞
』
に
「
現
下
の
客
観
状
勢
と
我
国
社
会
運
動
の
動

向
」
と
題
す
る
論
説
を
連
載
し
、
「
消
費
階
級
的
闘
争
」
の
必
要
性
を
力
説
す
る
。
そ
れ
は
、
組
合
に
組
織
さ
れ
な
い
一
般
大
衆
を
獲
得
す
る

た
め
、
議
会
外
で
「
消
費
者
的
立
場
」
か
ら
生
活
費
を
低
減
し
よ
う
と
す
る
運
動
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
社
民
党
は
＝
～
月
の
第
五
回
大
会
で
、

生
産
・
流
通
・
消
費
の
全
部
面
に
お
け
る
国
家
硬
鋼
を
志
向
し
た
「
日
本
経
済
改
造
案
」
を
決
議
し
て
い
る
（
『
状
況
』
一
九
三
〇
、
八
六
〇
頁
）
。

「
資
本
主
義
の
社
会
主
義
へ
の
転
質
化
」
を
表
明
す
る
同
案
の
説
明
に
立
っ
た
亀
井
貫
一
郎
が
、
当
時
描
い
て
い
た
「
社
会
主
義
」
像
も
、
「
消

費
者
本
位
の
経
済
統
制
」
を
志
向
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
「
喰
ふ
多
め
使
ふ
多
め
の
品
物
を
、
消
費
蓉
の
羨
め
に
作
り
出
す
の
が
産
業
の
目
的

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
筈
で
す
。
さ
れ
ば
経
済
制
度
は
最
小
限
度
に
云
っ
て
生
産
者
本
位
の
営
利
主
義
か
ら
、
消
費
者
本
位
の
奉
仕
主
義
に
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

は
る
可
き
も
の
で
あ
り
ま
す
」
。
す
な
わ
ち
、
こ
う
し
た
社
民
党
の
構
想
は
、
高
轟
素
之
に
始
ま
る
国
家
社
会
主
義
の
論
理
を
継
承
し
て
い
た
。



社：会大衆党の囲家社会主義と国際政策（及川）

そ
れ
は
、
未
組
織
大
衆
の
生
活
を
確
保
す
る
た
め
、
労
働
組
合
お
よ
び
議
会
と
い
う
回
路
を
否
定
し
、
国
家
に
よ
る
「
消
費
者
本
位
」
の
経
済

統
制
を
主
張
す
る
も
の
だ
・
た
の
で
あ
る
・
他
方
・
全
国
秦
党
で
も
そ
の
間
申
間
派
を
中
心
に
同
様
の
運
動
方
針
が
提
出
さ
れ
て
い
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

す
で
に
、
幹
部
の
麻
生
久
は
、
日
本
労
農
党
時
代
に
高
畠
を
党
首
と
す
る
新
党
計
画
に
関
与
し
て
い
た
が
、
＝
一
月
の
第
二
回
党
大
会
で
も
、

河
野
密
に
よ
っ
て
「
社
会
主
義
偏
が
「
資
本
家
、
地
主
に
対
す
る
反
勢
力
と
し
て
広
汎
な
る
意
味
に
解
す
る
」
と
規
定
さ
れ
、
左
派
か
ら
は
、

そ
れ
が
社
民
党
の
「
臼
本
経
済
改
造
案
」
と
相
通
ず
る
も
の
と
し
て
危
惧
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
無
産
政
党
の
内
部
か
ら
国
家
社
会
主
義
的
な
構
想
が
表
面
化
し
つ
つ
あ
る
な
か
で
、
一
九
三
一
年
九
月
に
満
州
事
変
が
勃

発
す
る
。
排
外
熱
の
昂
揚
す
る
な
か
、
翌
年
二
月
に
行
わ
れ
た
第
十
八
園
総
選
挙
は
、
国
社
派
の
急
進
化
を
促
し
、
無
産
政
党
の
再
編
を
せ
ま

る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
社
民
党
で
は
、
総
選
挙
に
際
し
て
、
亀
丼
貫
一
郎
や
西
尾
末
広
な
ど
の
候
補
者
が
事
変
支
持
を
政
見
に
掲
げ
る
な
ど
（
『
社
町
』
一
九
三
二
年
二

月
一
八
葭
・
二
五
日
）
、
党
を
あ
げ
て
国
家
主
義
へ
の
傾
斜
を
深
め
た
。
そ
の
間
、
赤
松
を
中
心
と
す
る
国
社
派
と
、
総
同
盟
を
中
心
と
す
る
右

派
と
の
対
立
が
顕
在
化
す
る
が
、
当
初
は
「
社
会
民
主
主
義
が
国
民
社
会
主
義
を
吸
収
」
す
る
と
い
う
認
識
の
も
と
に
共
岡
歩
調
を
維
持
し
（
『
社

毘
』
｝
九
三
一
年
一
一
月
一
〇
罠
）
、
一
九
三
二
年
一
月
の
全
国
大
会
で
も
、
議
会
外
の
大
衆
行
動
を
主
張
す
る
赤
松
の
「
新
運
動
方
針
書
要
綱
」

が
、
右
派
の
「
慰
撫
と
補
足
的
説
明
」
に
よ
っ
て
可
決
さ
れ
た
（
α
艶
、
状
況
』
一
九
三
二
年
、
六
三
七
頁
）
。
し
か
し
、
総
選
挙
の
結
果
は
、
政
権
獲
得

に
焦
る
国
社
派
の
急
進
化
を
促
し
（
『
労
働
』
一
九
三
二
年
五
月
）
、
結
局
社
民
党
は
四
月
十
五
日
に
決
裂
す
る
に
い
た
る
。

　
他
方
、
全
国
労
農
大
衆
党
（
全
労
党
）
で
は
、
満
州
事
変
に
対
し
て
当
初
「
帝
国
主
義
戦
争
反
対
」
の
主
張
を
堅
持
し
た
が
、
内
部
か
ら
離
反

者
を
出
し
、
一
九
三
二
年
の
総
選
挙
で
も
惨
敗
を
喫
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、
一
九
瓢
三
年
三
月
に
は
中
間
派
を
中
心
に
、
左
派
の
主
張
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

「
共
同
戦
線
党
魚
偏
か
ら
の
離
脱
が
推
進
さ
れ
る
。
田
所
輝
明
は
、
そ
れ
を
第
二
・
第
三
イ
ン
タ
…
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
対
立
す
る
「
大
衆
党
社
会

主
義
」
で
あ
る
と
説
明
し
、
そ
の
一
環
と
し
て
門
極
東
社
会
主
義
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
の
方
針
を
提
示
し
た
（
『
食
通
』
一
九
三
二
年
三
月
二

六
日
）
。
全
国
農
民
組
合
（
出
題
県
連
）
稲
村
隆
一
の
起
草
に
か
か
る
こ
の
「
極
東
イ
ン
タ
ー
」
構
想
は
、
「
極
菓
農
民
の
国
際
的
提
携
」
と
い
う
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方
針
の
も
と
に
、
各
民
族
の
社
会
主
義
国
家
建
設
を
志
向
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
日
本
や
英
米
の
資
本
主
義
の
み
な
ら
ず
、
「
支
那

軍
閥
及
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
」
の
打
倒
を
も
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
掲
げ
、
か
か
る
運
動
の
「
指
導
勢
力
」
1
1
「
中
心
主
体
」
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

日
本
の
「
反
資
本
主
義
勢
力
」
を
想
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
、
「
反
資
本
主
義
勢
力
」
に
つ
い
て
は
二
章
で
詳
述
す
る
が
、
基
本
的
に

そ
れ
は
「
消
費
者
的
立
場
」
を
反
映
す
る
も
の
と
さ
れ
、
中
間
国
民
層
に
く
わ
え
軍
部
の
膏
年
将
校
を
も
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。
総
選
挙
の
敗

北
を
契
機
に
左
派
か
ら
の
離
脱
を
は
か
る
中
間
派
が
、
こ
う
し
た
構
想
に
こ
め
る
意
図
が
、
満
州
事
変
の
国
家
社
会
主
義
的
な
正
当
化
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
田
所
が
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
「
当
面
の
第
　
段
階
に
於
い
て
は
日
本
に

於
け
る
社
会
主
義
実
現
の
国
際
的
団
結
た
る
の
み
な
ら
ず
、
第
二
段
階
に
於
い
て
は
社
会
主
義
政
権
擁
護
の
機
能
を
果
す
は
尚
ほ
革
命
ロ
シ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

と
第
三
×
×
×
に
於
け
る
と
一
般
で
あ
る
」
。
す
な
わ
ち
、
第
三
イ
ン
タ
…
が
ソ
連
を
擁
護
す
る
の
と
同
様
に
、
こ
の
「
極
東
イ
ン
タ
ー
」
は

指
導
国
で
あ
る
日
本
の
「
社
会
主
義
」
を
擁
護
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
第
三
イ
ン
タ
ー
に
対
立
す
る
と
い
う
立
場
が
含
意
す
る

の
は
、
結
局
そ
の
極
東
に
お
け
る
触
手
と
し
て
の
中
国
共
産
党
に
対
抗
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
見
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
全
労
党
に
お
け
る
田
所
・
稲
村
の
こ
う
し
た
国
家
社
会
主
義
的
な
動
向
は
、
三
輪
寿
壮
・
河
野
密
・
浅
沼
稲
次
郎
と
い
っ
た
同
党
幹
部
や
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

赤
松
を
中
心
と
す
る
社
民
党
の
国
社
派
と
連
動
す
る
も
の
と
目
さ
れ
て
い
た
。
た
し
か
に
、
彼
ら
は
す
で
に
昭
和
恐
慌
を
背
景
に
、
等
し
く
国

家
社
会
主
義
的
な
経
済
構
想
を
提
示
し
て
い
た
し
、
「
極
東
イ
ン
タ
ー
」
の
構
想
も
、
稲
村
隆
一
が
赤
松
克
麿
と
の
連
絡
の
も
と
に
作
成
し
た

　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

も
の
で
あ
っ
た
。
亀
井
貫
一
郎
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
こ
の
こ
ろ
麻
生
・
赤
松
・
亀
井
ら
は
、
軍
部
・
桜
会
の
謀
議
に
も
参
齢
し
て
い
た
と
い
う
。

　
そ
れ
ゆ
え
に
、
社
民
党
の
分
裂
を
受
け
て
結
成
さ
れ
る
新
党
が
、
国
社
派
の
大
同
団
結
で
は
な
く
、
国
社
派
の
一
部
と
総
同
盟
を
中
心
と
す

る
右
派
の
合
同
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
き
わ
め
て
不
可
思
議
な
事
態
で
あ
っ
た
。
左
派
の
指
導
者
で
あ
る
山
川
均
は
、
そ
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に

観
察
し
て
い
る
。
「
大
衆
党
の
運
動
方
針
の
変
更
は
、
〈
中
略
〉
こ
れ
に
よ
っ
て
国
畏
社
会
主
義
運
動
へ
、
赤
松
一
派
へ
合
流
す
る
こ
と
で
は
な

く
て
、
反
対
に
、
赤
松
一
派
を
弾
ぢ
き
出
し
た
あ
と
の
社
会
民
衆
党
と
の
合
同
準
備
で
あ
っ
た
。
〈
中
略
〉
新
潟
の
指
導
者
の
如
き
は
、
こ
の
筋

書
に
よ
っ
て
踊
っ
た
も
の
に
過
ぎ
ぬ
」
（
『
社
通
』
　
九
三
二
年
四
月
二
六
日
）
。
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山
川
の
言
う
よ
う
に
、
「
赤
松
一
派
」
は
国
社
派
の
い
わ
ば
主
流
か
ら
弾
き
出
さ
れ
た
形
に
な
っ
て
い
た
。
社
大
震
に
参
入
し
た
国
社
派
に

は
、
田
所
や
稲
村
を
含
む
全
労
党
の
中
間
派
の
み
な
ら
ず
、
亀
井
貫
一
郎
の
よ
う
に
、
社
民
党
内
部
で
は
む
し
ろ
右
派
と
対
立
し
、
赤
松
に
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

い
と
さ
れ
て
い
た
人
脈
ま
で
も
が
含
ま
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
満
州
事
変
は
、
昭
禰
恐
慌
を
契
機
に
台
頭
し
つ
つ
あ
っ
た
国
社

派
に
、
い
わ
ば
内
部
分
裂
を
も
た
ら
し
た
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
社
大
群
の
成
立
を
単
に
中
閥
派
と
右
派
の
平
面
的
な
合
同
と
見
る
わ
け
に
は
い
か
な
く
な
っ
て
こ
よ
う
。
そ
こ

に
昭
和
恐
慌
と
い
う
文
脈
を
は
さ
む
と
き
、
国
家
社
会
主
義
的
構
想
を
共
有
し
て
い
た
一
群
の
勢
力
が
、
何
ゆ
え
に
共
同
歩
調
を
と
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
勢
力
の
一
部
が
、
何
ゆ
え
に
右
派
と
の
合
同
を
選
択
す
る
に
い
た
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
が
、
新

た
に
浮
上
し
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
か
か
る
社
大
骨
成
立
の
背
景
と
し
て
、
次
の
二
点
を
重
視
す
る
。

　
す
な
わ
ち
ま
ず
第
一
に
、
国
社
派
の
み
な
ら
ず
総
同
盟
を
中
心
と
し
た
右
派
勢
力
も
、
国
家
主
義
へ
の
傾
斜
を
深
め
て
お
り
、
両
派
の
問
に

は
す
で
に
、
合
同
を
保
障
す
る
共
通
基
盤
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
右
派
の
西
尾
末
広
が
、
総
選
挙
に
際
し
て
満
州
事
変
の
支

持
を
掲
げ
て
い
た
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
分
裂
後
の
社
民
党
も
、
国
社
派
の
「
極
東
イ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
、
「
今
日
ま

で
わ
が
党
陣
営
内
に
於
て
〈
中
略
〉
、
屡
肉
論
及
せ
ら
れ
て
来
た
事
柄
で
あ
る
」
と
主
張
し
て
い
る
（
『
社
民
』
一
九
三
二
年
五
月
三
日
）
。
総
同
盟
を

中
心
と
す
る
右
派
は
、
す
で
に
一
九
二
〇
年
代
か
ら
第
ニ
イ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
東
洋
労
働
会
議
の
開
催
を
提
唱
し
て
お
り
、
右
派
に
と
っ
て
そ

れ
ら
は
両
立
す
る
も
の
と
見
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
山
川
均
が
、
こ
う
し
た
右
派
の
立
場
を
、
「
赤
松
一
派
の
国
民
主
義
と
分
裂
し
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
理
論
上
の
根
拠
と
必
要
と
が
、
一
体
ど
こ
に
あ
る
だ
ろ
う
か
」
と
疑
問
視
す
る
の
も
無
理
は
な
い
（
『
社
通
』
一
九
三
二
年
四
月
二
六
日
）
。

総
同
盟
は
、
や
が
て
一
九
三
二
年
十
一
月
に
は
新
綱
領
を
採
択
し
て
、
国
家
主
義
へ
の
傾
斜
を
決
定
づ
け
る
こ
と
に
な
る
。

　
社
大
憲
成
立
の
背
景
と
し
て
第
二
に
確
認
す
べ
き
こ
と
は
、
満
州
事
変
を
め
ぐ
る
国
際
情
勢
に
つ
い
て
、
国
社
派
内
部
に
認
識
の
不
統
一
が

生
じ
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
赤
松
克
麿
は
、
当
時
あ
る
座
談
会
で
、
東
大
の
政
治
学
者
・
蠣
山
政
道
と
の
間
に
、
次
の
よ
う
な
や
り
と
り

　
　
　
　
　
　
⑫

を
交
わ
し
て
い
る
。
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〈
蝋
山
＞
1
「
一
国
内
の
社
会
主
義
建
設
に
国
際
関
係
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
し
て
出
来
る
か
P
」
「
世
界
の
資
本
主
義
の
回
復
の
見
通
し
が
全
然
つ
か

　
な
い
と
見
る
場
合
に
於
て
は
、
国
内
社
会
主
義
と
い
ふ
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
見
通
し
は
持
っ
て
い
な
い
」
。

〈
赤
松
＞
1
「
ま
だ
×
が
あ
る
と
い
ふ
訳
だ
ね
。
そ
れ
は
意
見
の
相
違
だ
が
、
僕
は
、
そ
の
点
は
×
を
投
げ
て
い
る
」
。
「
将
来
、
世
界
共
通
問
題
と
し
て

　
の
世
界
資
本
主
義
の
×
×
×
い
ふ
こ
と
は
明
確
じ
ゃ
な
い
か
と
思
ふ
」
。

〈
蠣
山
〉
一
「
そ
の
前
提
が
違
へ
ば
、
違
っ
た
も
の
が
現
れ
て
来
る
」
。
「
国
際
的
の
協
力
と
か
、
国
際
的
の
努
力
と
い
ふ
も
の
を
忘
れ
て
計
画
経
済
と
い

　
ふ
も
の
が
国
内
だ
け
で
出
来
る
も
の
だ
と
い
ふ
見
通
し
に
於
て
、
非
常
に
違
う
の
だ
」
。

54　（534）

す
な
わ
ち
、
こ
う
し
た
議
論
か
ら
想
定
さ
れ
る
赤
松
の
「
国
民
社
会
主
義
」
と
は
、
い
わ
ば
国
際
社
会
の
崩
壊
を
前
提
に
し
た
構
想
だ
っ
た
と

言
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
国
際
政
局
の
安
定
に
と
も
な
っ
て
、
必
然
的
に
影
響
力
を
減
退
さ
せ
る
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
こ
の
時
期
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

社
大
党
と
別
行
動
を
と
っ
た
「
国
社
派
」
が
、
急
速
に
衰
退
す
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
社
大
士
に
参
入
す
る
国
社
派
の
国
際
認
識
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
前
述
し
た
「
極
東
イ
ン
タ
ー
」
の
構
想
は
、
全
労
党
で

は
時
期
尚
早
と
し
て
留
保
さ
れ
、
や
が
て
社
大
鷹
へ
と
継
承
さ
れ
る
。
国
社
派
幹
部
の
主
導
権
の
も
と
で
、
社
大
党
は
次
章
で
検
討
す
る
よ
う

な
国
際
政
策
を
提
唱
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
「
極
東
イ
ン
タ
ー
」
構
想
を
継
承
す
る
と
同
時
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
を
打
破
し
、
国
際
経

済
を
回
復
さ
せ
る
意
図
を
併
せ
も
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
限
り
で
、
む
し
ろ
そ
れ
は
右
派
1
1
総
同
盟
の
路
線
に
接
近
す
る
も
の
だ
っ
た
と

い
っ
て
よ
い
。
と
り
わ
け
、
国
際
連
盟
脱
退
に
際
し
て
出
さ
れ
た
社
大
卒
の
反
対
声
明
は
（
『
社
大
』
一
九
三
三
年
四
月
一
日
）
、
条
件
つ
き
の
反
対

だ
っ
た
と
は
い
え
、
少
な
く
と
も
連
盟
即
時
脱
退
を
と
な
え
る
排
外
主
義
的
な
国
社
派
と
一
線
を
画
し
（
『
社
通
』
一
九
三
三
年
二
月
二
　
二
日
）
、
国

際
連
盟
を
尊
重
す
る
右
派
と
同
一
の
地
平
に
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
（
『
労
働
』
一
九
三
三
年
三
月
）
。

　
一
九
三
二
年
七
月
に
成
立
す
る
社
大
党
は
、
以
上
の
よ
う
に
、
昭
和
恐
慌
に
触
発
さ
れ
た
国
社
派
と
、
総
同
盟
を
中
心
と
す
る
右
派
が
、
排

外
主
義
的
な
一
部
の
国
社
派
を
排
除
す
る
形
で
結
成
し
た
政
党
で
あ
っ
た
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
右
派
が
す
で
に
国
社
派
と
共
通
基
盤
を
有
し

て
い
た
こ
と
と
、
国
際
認
識
を
め
ぐ
っ
て
國
社
派
が
分
化
し
て
い
た
こ
と
の
二
点
を
確
認
し
た
。
し
か
し
、
両
派
の
関
係
は
決
し
て
順
調
な
も
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の
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
次
章
で
は
、
そ
う
し
た
両
派
の
協
調
と
、
そ
の
裏
に
あ
る
対
立
と
の
二
面
的
な
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

．
①
　
山
室
建
徳
「
政
党
内
閣
期
の
合
法
無
産
政
党
」
（
『
社
会
科
学
研
究
』
三
八
一
二
、

　
一
九
八
六
）
参
照
。

②
　
亀
井
貫
一
郎
「
社
会
民
衆
党
の
社
会
政
策
」
（
『
貴
族
・
資
本
家
・
労
働
者
』
忠

　
誠
堂
、
一
九
三
一
）
、
　
三
八
頁
以
下
。

③
　
全
国
火
衆
党
に
つ
い
て
は
、
大
野
節
子
「
全
国
大
衆
党
の
分
析
」
（
前
掲
『
無

　
産
政
嵩
兄
の
研
究
臨
）
、
一
二
六
二
頁
嘉
ρ
昭
瀕
。

④
　
田
中
真
人
『
高
畠
素
之
』
（
前
掲
）
、
二
六
三
頁
以
下
参
照
。

⑤
　
い
わ
ゆ
る
「
方
針
書
解
釈
の
確
定
統
一
」
。
同
案
に
つ
い
て
は
、
高
橋
彦
博
「
全

　
国
労
農
大
衆
論
の
分
析
」
（
前
掲
『
無
産
政
党
の
研
究
恥
）
、
有
馬
学
「
田
所
輝
明

　
と
満
州
事
変
期
の
社
会
大
衆
党
」
（
前
掲
）
参
照
。

⑥
「
全
国
農
民
組
合
大
会
」
（
『
内
外
錦
帯
問
題
調
査
資
料
』
一
四
四
、
一
九
三
二

　
年
三
月
二
五
日
）
、
三
四
頁
。

⑦
田
所
輝
明
「
ア
ジ
ア
合
衆
国
論
」
（
『
日
本
国
罠
』
一
九
三
二
年
七
月
）
、
二
三

　
〇
頁
。

二
　
社
会
大
衆
党
と
日
本
労
働
総
同
盟

⑧
「
国
家
社
会
主
義
運
動
の
近
状
」
（
『
内
外
社
会
胸
黒
調
査
資
料
』
…
四
三
、
｝

　
九
三
二
年
三
月
一
五
日
）
、
三
二
～
三
三
頁
。

⑨
稲
村
隆
一
「
社
大
党
離
党
に
対
す
る
声
明
扁
〇
九
三
八
年
一
月
二
三
日
、
国

　
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
「
林
虎
雄
文
書
」
三
蔵
）
。

⑩
　
亀
井
貫
一
郎
『
五
十
年
「
ゴ
ム
風
船
」
を
追
っ
て
』
（
日
本
近
代
史
料
研
究
会

　
『
亀
井
貫
一
郎
磯
談
話
速
記
録
隔
一
九
七
〇
、
所
収
）
、
一
九
三
頁
。

⑪
河
野
密
は
の
ち
に
、
「
亀
井
君
と
い
う
の
は
だ
い
だ
い
、
赤
松
君
と
国
家
社
会

　
主
義
の
ほ
う
に
い
く
と
思
っ
て
い
た
ん
で
、
残
っ
て
い
る
と
は
意
外
だ
っ
た
ん
で

　
す
よ
」
と
回
想
し
て
い
る
（
中
村
隆
英
・
俳
藤
隆
・
原
文
編
『
現
代
史
を
創
る
人

　
び
と
（
1
）
』
、
毎
臼
新
酒
社
、
…
九
七
一
年
、
八
二
頁
）
。

⑫
　

「
時
評
座
談
会
、
　
フ
ァ
シ
ズ
ム
批
判
」
（
『
経
済
往
来
臨
一
九
三
二
年
【
月
）
、

　
五
九
頁
以
下
よ
り
抜
粋
。

⑬
田
中
真
人
「
『
満
州
事
変
』
と
国
家
社
会
国
語
」
（
渡
部
徹
・
飛
鳥
井
雅
道
『
日

　
本
社
会
主
義
運
動
史
論
』
、
三
一
書
房
、
一
九
七
三
年
）
参
照
。

　
社
大
党
が
結
成
さ
れ
た
の
は
、
日
本
の
内
外
情
勢
が
著
し
く
緊
迫
し
た
時
で
あ
る
。
国
内
で
は
五
・
一
五
事
件
に
よ
っ
て
政
党
内
閣
が
終
結

し
、
斎
藤
実
の
挙
国
一
致
内
閣
が
成
立
し
て
い
た
が
、
恐
慌
の
行
方
は
定
か
で
は
な
く
、
国
際
的
に
も
「
満
州
国
」
承
認
を
め
ぐ
っ
て
孤
立
化

を
深
め
つ
つ
あ
っ
た
。
同
党
は
、
中
間
国
民
層
が
「
無
産
政
党
と
フ
一
、
ッ
シ
ョ
と
の
競
合
地
帯
」
で
あ
る
と
し
て
、
国
家
社
会
主
義
的
な
運
動

方
針
の
重
要
性
を
再
確
認
す
る
と
同
時
に
（
『
社
大
』
一
九
三
二
年
八
月
一
五
鎖
）
、
緊
迫
化
す
る
国
際
情
勢
に
対
し
て
も
積
極
的
な
活
動
を
展
開
す

る
。
そ
し
て
、
一
九
三
二
年
一
〇
月
に
は
「
国
際
政
策
要
綱
」
を
発
表
し
、
「
極
東
イ
ン
タ
…
」
の
構
想
を
踏
襲
し
て
、
第
二
・
第
三
イ
ン
タ

ー
と
は
別
個
の
立
場
を
強
調
す
る
一
．
方
（
『
桂
大
』
一
九
三
二
年
」
○
月
二
五
日
目
、
お
り
か
ら
提
唱
さ
れ
て
い
た
日
ソ
不
可
侵
条
約
を
と
り
あ
げ
、
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条
約
推
進
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
積
極
的
に
繰
り
広
げ
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。
同
年
十
一
月
に
は
「
日
ソ
同
盟
促
進
委
員
会
」
を
結
成
し
（
『
社
通
』

一
九
三
二
年
　
…
月
一
八
日
）
、
翌
年
一
月
に
も
首
相
や
外
相
を
訪
問
し
て
要
請
書
を
提
出
す
る
な
ど
（
『
状
況
』
一
九
三
一
二
年
、
五
五
九
頁
）
、
社
大
工

は
活
発
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
成
立
当
初
の
社
大
立
の
国
際
政
策
は
、
「
極
東
イ
ン
タ
ー
」
構
想
を
継
承
し
、
日
ソ
不
可
侵
条
約
を
そ
の
中
心
的
な
外
交
課

題
と
位
竃
づ
け
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
次
の
よ
う
な
認
識
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
第
一
に
社
大
党
は
、
「
満
州
国
」
を

め
ぐ
っ
て
緊
迫
し
つ
づ
あ
る
日
ソ
間
の
緊
張
緩
和
を
、
急
務
の
課
題
と
と
ら
え
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
社
甘
党
に
よ
れ
ば
、
日
ソ
対
立
は

英
米
の
扇
動
に
よ
っ
て
昂
進
し
て
お
り
、
「
第
二
次
世
界
戦
争
」
の
「
導
火
線
」
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
（
『
社
大
』
一
九
三
二
年
九
月
二
〇
）
。
日

ソ
不
可
侵
条
約
は
そ
う
し
た
戦
争
を
防
止
し
、
軍
事
費
の
膨
張
を
抑
比
す
る
と
同
時
に
、
両
国
を
経
済
協
力
に
ま
で
進
展
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、

「
経
済
恐
慌
下
の
目
糞
民
衆
に
取
っ
て
は
一
大
緊
要
事
」
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
『
状
況
』
一
九
三
二
年
、
六
八
三
頁
）
。
前
章
で
確
認
し
た
「
消
費

者
本
位
」
の
立
場
は
、
こ
の
よ
う
に
軍
事
費
削
減
と
い
う
文
脈
を
通
し
て
、
日
ソ
不
可
侵
条
約
の
主
張
に
結
実
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
社
大
党
の
国
際
政
策
は
、
　
こ
う
し
た
現
実
的
要
請
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
『
社
会
新
聞
』
で
は
、
そ
れ
を
次
の
よ
う
に
説

明
し
て
い
る
。
「
第
一
的
我
等
の
国
際
政
策
は
国
内
政
策
と
岡
様
に
我
国
の
資
本
主
義
の
打
倒
を
必
須
の
前
提
要
件
と
す
る
。
第
二
に
英
米
資

本
主
義
と
対
立
し
て
印
度
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
仏
領
支
那
、
中
国
の
民
族
独
立
の
支
持
で
あ
る
。
第
三
に
極
東
諸
国
の
土
着
資
本
主
義
及
び
封
建

軍
閥
の
打
倒
で
あ
る
。
〈
中
略
V
こ
の
理
想
実
現
の
一
歩
前
進
の
た
め
に
こ
そ
、
吾
人
は
我
が
資
本
家
政
府
に
向
っ
て
、
日
蘇
同
盟
の
締
結
と
欧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

米
追
随
外
交
の
廃
棄
を
要
求
す
る
」
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
日
ソ
不
可
侵
条
約
の
締
結
と
欧
米
追
随
外
交
の
廃
棄
を
ス
テ
ヅ
プ
と
し
て
、
民
族

資
本
打
倒
を
前
提
に
「
民
族
独
立
」
を
支
持
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
か
く
し
て
、
連
盟
脱
退
後
の
社
大
党
は
、
「
隣
邦
民
衆
と
の
提
携
」
を
基
礎
と
し
た
「
国
民
外
交
」
を
提
唱
す
る
に
い
た
る
（
『
社
大
』
一
九
三

三
年
四
月
一
日
）
。
こ
の
外
交
路
線
の
特
徴
と
し
て
は
、
第
一
に
「
満
蒙
権
益
」
に
対
す
る
立
揚
が
国
家
社
会
主
義
的
な
も
の
で
あ
る
限
り
、
日

中
の
民
族
対
立
は
生
じ
な
い
乏
い
う
確
信
が
、
そ
の
背
景
に
存
在
し
た
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
穿
り
に
日
本
が
社
会
主
義
的
に
改
革
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さ
れ
た
と
せ
ん
か
、
満
蒙
に
対
す
る
日
本
の
関
係
に
つ
き
、
支
那
民
衆
は
必
ず
や
之
を
正
し
く
理
解
す
る
」
（
『
社
大
』
一
九
三
三
年
一
月
五
日
）
。

ま
た
第
二
に
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
日
本
中
心
の
外
交
政
策
で
あ
り
、
第
一
一
・
第
三
イ
ン
タ
ー
と
は
別
個
の
も
の
と
さ
れ
た
。
第
二
イ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

や
第
三
イ
ン
タ
ー
は
、
各
國
外
交
の
出
先
機
関
で
あ
り
、
日
本
は
い
ず
れ
に
も
従
属
す
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
。
日
ソ
不
可
侵
条
約
は
、
か
か

る
國
際
政
策
に
あ
っ
て
、
国
際
連
盟
に
従
属
し
た
旧
来
の
日
本
外
交
を
転
換
す
る
と
同
時
に
、
極
東
イ
ン
タ
ー
と
第
三
イ
ン
タ
ー
と
の
関
係
を

調
整
す
る
手
段
と
し
て
、
以
後
も
重
視
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
、
国
社
派
幹
部
の
国
際
政
策
は
、
総
圃
盟
を
基
盤
と
す
る
右
派
と
は
異
質
な
も
の
で
あ
っ
た
。
国
際
連
盟
の
存
在
を
重
視
す
る
右

派
は
、
連
盟
脱
退
後
も
そ
の
存
在
を
念
頭
に
お
い
て
、
外
交
路
線
を
追
及
し
て
い
く
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
際
、
「
国
際
連
盟
の
方
向
に
向
っ
て

放
た
れ
た
一
箇
の
窓
」
と
し
て
重
視
さ
れ
た
の
が
、
国
際
労
働
会
議
で
あ
っ
た
（
『
労
働
』
一
九
三
三
年
三
月
）
。
同
会
議
は
、
一
九
一
九
年
に
国

際
連
盟
と
と
も
に
設
立
さ
れ
、
第
ニ
イ
ン
タ
ー
と
も
密
接
な
協
力
関
係
に
あ
っ
た
機
関
で
あ
る
。
常
任
理
事
国
の
日
本
で
は
、
一
九
二
四
年
の

第
六
圏
総
会
に
い
た
っ
て
、
労
働
団
体
の
候
補
推
薦
選
挙
が
認
め
ら
れ
、
労
働
代
表
と
し
て
総
同
盟
の
鈴
木
文
治
が
派
遣
さ
れ
た
。
総
岡
盟
は

以
後
、
こ
の
労
働
会
議
を
国
際
的
な
回
路
と
し
て
、
積
極
的
に
協
調
関
係
を
保
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
遮
盟
脱
退
問
題
で
ゆ
れ
る
一
九
三
三
年

二
月
に
も
、
総
同
盟
の
松
岡
駒
吉
ら
が
首
相
お
よ
び
内
相
を
訪
問
し
、
国
際
労
働
会
議
の
脱
退
を
未
然
に
防
止
す
る
決
議
文
を
提
出
し
て
い
る

（『

�
ｵ
』
一
九
三
三
年
、
　
一
〇
五
七
頁
）
。

　
こ
う
し
た
中
で
一
九
三
二
年
七
月
、
総
論
盟
の
西
尾
末
広
は
国
際
労
働
会
議
の
席
上
で
、
満
州
事
変
に
対
す
る
国
際
的
な
理
解
を
求
め
る
演

説
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
さ
い
西
尾
は
、
満
州
事
変
の
背
景
と
し
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
の
形
成
と
中
国
の
政
治
不
安
の
二
点
を
あ
げ
、
国
際

労
働
会
議
が
こ
う
し
た
中
国
情
勢
を
認
識
し
た
上
で
專
態
に
対
処
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
（
『
労
働
』
一
九
三
二
年
七
月
）
。
　
つ
ま
り
、

欧
米
各
国
が
ブ
ロ
ッ
ク
化
を
進
め
る
結
果
、
碍
本
は
日
中
貿
易
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
ず
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
中
国
が
政
治
的
に
不
安
定
な
た
め
、

そ
れ
も
ま
ま
な
ら
な
い
。
満
州
事
変
は
、
そ
う
し
た
日
本
経
済
の
国
際
的
行
詰
り
の
中
で
発
生
し
た
と
い
う
の
が
、
西
尾
の
立
場
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
い
わ
ば
「
委
任
統
治
」
の
論
理
を
逆
手
に
と
っ
た
訴
え
と
も
言
え
、
民
族
自
決
の
潮
流
の
中
で
植
民
地
を
保
持
し
、
そ
れ
を
プ
ロ
ッ
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ク
化
す
る
欧
米
諸
国
に
と
っ
て
、
あ
る
意
味
で
説
得
力
の
あ
る
論
理
だ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
当
時
、
自
由
主
義
的
な
経
済
誌
と
し
て
名
高
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

『
菓
洋
経
済
新
報
』
が
、
同
様
の
立
場
を
表
明
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
意
味
で
注
目
に
値
す
る
。

　
た
だ
し
、
右
派
が
中
国
の
政
治
不
安
の
要
因
と
す
る
の
は
、
中
国
共
産
党
の
存
在
で
あ
っ
た
。
す
で
に
一
九
二
〇
年
代
か
ら
、
第
ニ
イ
ソ
タ

ー
の
東
洋
労
働
会
議
を
舞
台
に
日
中
提
携
を
模
索
し
て
い
た
総
同
盟
は
、
国
権
回
復
な
ど
の
政
治
的
要
求
を
、
共
産
主
義
に
汚
染
さ
れ
た
「
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

健
全
」
な
も
の
と
し
て
否
定
し
、
満
州
事
変
以
後
も
、
共
産
党
の
進
出
を
も
っ
て
「
政
治
不
安
」
の
一
例
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
『
労
働
』
一

九
三
四
年
一
月
）
。
総
同
盟
の
こ
う
し
た
「
反
共
主
義
」
は
、
倉
本
の
帝
国
主
義
的
な
膨
張
に
対
し
て
無
批
判
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
結
局
、
日

中
提
携
の
基
盤
を
自
ら
崩
壊
さ
せ
る
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
上
で
確
認
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
か
か
る
右
派
の
立
場

が
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
社
大
党
の
国
社
派
と
決
定
的
に
異
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
右
派
一
総
同
盟
が
、
東
洋
労
働
会
議
で
模
索
し
た
日
中
提
携
の
課
題
は
、
や
が
て
国
際
労
働
会
議
と
一
体
化
し
た
ア
ジ
ア
労
働
会
議
に
舞
台

を
移
す
こ
と
に
な
る
◎
後
述
す
る
よ
う
に
、
そ
の
第
一
回
会
議
が
開
催
さ
れ
る
の
は
一
九
三
四
年
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
さ

い
国
際
労
働
会
議
で
問
題
化
し
て
い
た
の
が
、
目
本
商
品
を
め
ぐ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ダ
ン
ピ
ン
グ
問
題
で
あ
っ
た
。
満
州
事
変
の
遠
因
を
世
界

経
済
の
ブ
p
ヅ
ク
化
に
求
め
、
国
際
労
働
会
議
を
舞
台
に
プ
ロ
ヅ
ク
経
済
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
右
派
に
と
っ
て
、
そ
れ
が
無
視
で
き
な
い
問

題
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
重
要
な
こ
と
は
総
同
盟
が
、
そ
れ
を
単
に
欧
米
諸
国
の
無
根
拠
な
い
い
が
か
り
と
し
て
否

定
す
る
の
で
は
な
く
、
自
国
の
資
本
家
に
対
し
て
も
、
労
働
条
件
の
改
善
を
要
求
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
「
国
際
労
働
総
会
の
議
題
に
し
て
も
、

出
来
る
だ
け
の
こ
と
は
賛
成
し
、
又
批
准
す
る
と
い
う
誠
意
が
な
け
れ
ば
、
真
に
正
し
い
立
脚
地
に
立
っ
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ダ
ン
ピ
ン
グ
論

と
戦
ふ
こ
と
は
出
来
難
い
」
　
（
『
労
働
』
一
九
三
四
年
五
月
）
。
右
派
の
こ
う
し
た
要
求
は
、
労
働
協
約
運
動
を
進
め
る
「
労
資
協
調
」
的
な
労
働

組
合
な
ら
で
は
の
ス
タ
ン
ス
と
言
え
る
が
、
さ
ら
に
か
か
る
構
想
の
中
に
、
日
中
提
携
の
場
と
し
て
の
ア
ジ
ア
労
働
会
議
を
位
置
づ
け
た
場
合
、

そ
れ
が
、
交
渉
相
手
と
し
て
中
国
の
民
族
資
本
を
予
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
「
反
共
」
に
偏
し
て
い
た
と
は
い
え
、

右
派
の
想
定
す
る
中
国
の
政
治
的
安
定
と
は
民
族
資
本
の
成
長
で
あ
り
、
そ
の
上
で
の
日
中
提
携
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
社
大
憲
の
国
社
派
幹
部
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が
、
「
民
衆
提
携
」
と
称
し
て
民
族
資
本
の
打
倒
を
前
提
に
し
て
い
た
の
と
は
、
明
ら
か
に
異
質
な
も
の
だ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。

　
以
上
の
よ
う
な
両
派
の
立
脚
点
の
相
違
を
象
徴
す
る
の
が
、
労
働
組
合
レ
ベ
ル
で
の
右
派
と
中
間
派
一
全
国
労
働
組
合
同
盟
（
全
労
）
と
の
対

立
関
係
で
あ
る
。
す
で
に
、
労
働
組
合
の
戦
線
統
一
と
し
て
、
一
九
三
一
年
六
月
に
日
本
労
働
倶
楽
部
が
結
成
さ
れ
る
際
、
総
同
署
が
全
労
の

加
入
に
反
対
し
て
「
容
易
に
妥
協
成
ら
ざ
り
し
」
状
態
が
あ
っ
た
と
い
う
（
『
状
況
』
一
九
三
一
年
、
七
二
八
頁
）
。
そ
の
理
由
は
、
全
労
が
「
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

主
義
」
と
「
国
際
労
働
会
議
」
の
双
方
を
否
認
し
て
お
り
、
総
同
盟
が
そ
れ
を
全
労
の
「
容
共
主
義
」
と
断
罪
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
結
局
、

社
民
党
と
全
労
党
の
合
同
機
運
が
盛
り
上
が
る
一
九
三
二
年
六
月
、
労
働
倶
楽
部
で
は
「
国
際
労
働
会
議
に
照
す
る
態
度
を
特
に
規
定
せ
ず
国

際
的
機
関
は
暫
ら
く
不
問
に
付
す
べ
き
こ
と
」
と
し
て
、
同
年
九
月
「
健
全
な
労
働
組
合
主
義
」
の
み
を
条
件
と
す
る
日
本
労
働
組
合
会
議
が

　
　
　
　
⑥

結
成
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
労
働
組
合
の
戦
線
統
一
問
題
が
進
展
す
る
過
程
で
、
国
際
労
働
会
議
を
め
ぐ
る
両
組
合
の
対
立
は
、
い
わ
ば
棚
上
げ

に
さ
れ
た
形
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
後
、
全
労
が
日
ソ
不
可
侵
条
約
を
重
視
し
、
基
本
的
に
社
大
聖
幹
部
の
路
線
を
支
持
す
る
こ
と

か
ら
、
国
際
労
働
会
議
と
日
ソ
不
可
侵
条
約
と
は
、
二
者
択
一
の
外
交
政
策
と
し
て
両
派
の
関
係
を
拘
束
す
る
閲
題
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
一
章
で
強
調
し
た
よ
う
に
、
両
派
の
紺
立
は
、
そ
の
共
通
基
盤
を
前
提
に
し
た
上
で
の
こ
と
だ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
。
と
も
に
満
州
事
変
を
承
認
し
つ
つ
連
盟
脱
退
に
反
対
で
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
一
九
三
三
年
六
月
に
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

さ
れ
た
世
界
経
済
会
議
に
対
し
て
も
、
両
派
は
肯
定
的
な
評
価
を
与
え
て
い
る
。
そ
れ
は
こ
の
時
期
、
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
の
進
展
に
対
し
て
、
両

派
が
と
も
に
危
機
感
を
抱
い
て
い
た
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。
世
界
経
済
会
議
は
、
結
局
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
な
く
失
敗
に
終
る
が
、
前
述
し
た

ご
と
《
右
派
は
そ
の
後
、
国
際
労
働
会
議
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ダ
ン
ピ
ン
グ
問
題
を
通
し
て
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
の
打
破
に
取
り
組
ん
で
い
っ
た
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

れ
に
対
し
て
国
社
派
は
、
「
国
民
経
済
外
交
」
を
実
施
す
る
機
関
と
し
て
、
「
東
洋
経
済
会
議
」
を
提
唱
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
中
国
を
含

む
ア
ジ
ア
警
護
に
加
え
、
ソ
連
や
「
満
州
」
な
ど
の
政
府
・
資
本
家
・
労
働
者
・
農
民
各
代
表
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
職
能
代
表
会
議
で
あ
り
、

い
わ
ば
「
極
東
イ
ソ
タ
ー
レ
構
想
を
具
体
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
結
局
党
内
か
ら
は
「
経
済
ブ
揖
ヅ
ク
の
形
成
」
と
批
判
さ
れ
撤
回
さ
れ
る

が
（
『
往
通
』
一
九
三
三
年
七
月
ご
四
日
）
、
国
社
派
の
意
図
す
る
も
の
が
こ
の
時
期
、
ブ
戸
ヅ
ク
の
形
成
に
で
は
な
く
そ
の
打
開
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
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少
な
く
と
も
同
派
が
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
を
、
排
外
主
義
的
な
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
の
温
床
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ

や
そ
の
意
味
で
・
国
社
派
と
右
派
の
相
違
と
は
・
満
州
事
変
以
後
の
轟
轟
を
い
か
に
管
轄
。
か
と
い
う
ア
ブ
。
ー
チ
の
違
い
に
限
定

さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
根
底
に
あ
る
問
題
意
識
は
共
有
さ
れ
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。
そ
の
点
、
国
内
政
策
に
つ
い
て
は
ど
う
で

あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　
社
大
鷲
が
そ
の
準
則
と
す
る
「
社
会
主
義
」
と
は
、
未
組
織
中
間
国
民
層
の
生
活
を
防
衛
す
る
国
家
社
会
主
義
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
同
党

は
、
景
気
回
復
を
重
視
す
る
と
同
時
に
、
当
初
か
ら
失
業
反
対
・
農
村
窮
乏
打
破
・
市
民
生
活
防
衛
の
三
請
願
運
動
を
組
織
す
る
。
し
か
し
、

そ
れ
は
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
の
中
で
台
頭
す
る
「
フ
”
，
シ
ズ
ム
」
勢
力
と
競
合
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
は
、
支
配
階
級
が
上
か
ら
、

排
外
熱
を
利
用
し
て
中
間
国
民
層
と
結
合
し
た
「
資
本
主
義
第
三
権
力
」
で
あ
り
、
反
資
本
主
義
的
な
「
中
閲
国
民
層
そ
の
も
の
」
お
よ
び
「
青

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

年
将
校
」
と
は
区
別
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
、
軍
部
と
の
接
近
が
正
当
化
さ
れ
、
一
九
三
四
年
十
月
の
「
陸
軍
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」

　
　
　
　
　
　
⑪

に
関
与
す
る
な
ど
、
悪
名
高
い
〈
親
指
フ
ァ
ヅ
シ
ョ
〉
の
活
動
が
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
さ
い
重
要
な
こ
と
は
、
中
間
国
民
層
の
要

求
が
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
「
反
資
本
主
義
化
せ
る
く
中
略
V
中
間
国
民
層
そ
れ
自
身
と
し
て
の
要
求
は
、
経
済
的
に
は

〈
中
略
〉
そ
れ
等
の
消
費
者
的
地
位
を
反
映
す
る
『
国
家
経
済
統
制
』
で
あ
り
政
治
的
に
は
そ
れ
等
の
中
間
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
表
現
す
る
超
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

級
的
国
民
権
力
の
樹
立
、
即
ち
〈
中
略
〉
議
会
政
治
の
独
裁
政
治
と
の
代
置
で
あ
る
」
。
す
な
わ
ち
、
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
と
区
別
さ
れ
る
「
中
間
国

民
層
そ
れ
自
身
」
の
要
求
は
、
独
裁
政
治
に
よ
る
国
家
統
制
経
済
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
そ
れ
ら
を
動
員
す
る
に
は
、
か
か
る
要
求
を
満
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

す
こ
と
が
不
可
欠
と
な
る
。
社
大
高
が
、
大
衆
の
要
求
を
「
最
も
デ
モ
ク
ラ
テ
ィ
ヅ
ク
に
且
つ
適
正
に
」
反
映
さ
せ
る
形
式
と
し
て
、
「
国
民

経
済
会
議
」
を
提
唱
す
る
所
以
で
あ
る
。
こ
の
「
堕
民
経
済
会
議
」
は
、
国
家
社
会
主
義
を
実
現
す
る
職
能
代
表
会
議
で
あ
り
、
議
会
と
内
閣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

を
拘
束
す
る
独
裁
機
関
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
前
述
の
「
東
洋
経
済
会
議
」
と
と
も
に
結
局
撤
回
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
の
ち
に
一
九
三
五

年
の
府
県
会
選
挙
に
際
し
て
「
府
県
経
済
会
議
偏
と
し
て
提
唱
さ
れ
る
な
ど
（
『
状
況
』
一
九
三
五
年
、
七
九
七
頁
）
、
以
後
も
底
流
と
な
っ
て
存
続

し
、
日
中
戦
争
期
の
「
近
衛
新
体
鋼
」
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
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社会大衆党の国家社会主義と魍際政策（及川）

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
国
社
派
の
経
済
構
想
が
表
面
化
し
た
の
は
、
昭
和
恐
慌
の
展
開
が
い
わ
ゆ
る
未
組
織
の
申
間
国
民
層
の
生
活
難
を
招
来

し
、
労
働
組
合
に
よ
る
賃
金
増
額
と
両
立
し
得
な
い
と
認
識
さ
れ
た
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
景
気
回
復
に
と
も
な
っ
て
、
そ
う

し
た
国
内
改
革
を
め
ぐ
る
国
社
派
と
右
派
の
相
違
点
は
、
消
失
せ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
前
述
の
生
活
擁
護
の
請
願
運
動
が
、
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

三
四
年
以
降
、
急
速
に
衰
退
し
て
い
く
の
も
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
次
章
で
は
、
か
か
る
延
長
と
し
て
一
九
三
〇
年
代
な
か
ば
に
、
共
同
歩
調

を
深
め
て
行
く
社
大
党
と
総
同
盟
と
の
関
係
を
検
討
す
る
。

①
「
極
東
国
際
政
局
と
碍
蘇
岡
盟
」
（
『
社
会
新
聞
』
一
九
三
二
年
一
〇
月
｝
五

　
日
）
。

②
　
　
「
昭
和
九
年
度
一
般
工
作
協
力
方
針
書
」
（
『
社
会
大
衆
党
昭
和
八
年
度
大
会
議

　
案
』
）
四
頁
、
　
｝
六
百
ハ
。

③
江
口
圭
一
「
山
東
出
兵
・
満
州
事
変
と
『
東
洋
経
済
新
報
』
」
（
岡
著
『
日
本
帝

　
国
主
義
史
論
』
、
青
木
書
店
、
…
九
七
五
）
。

④
　
『
総
同
盟
五
十
年
史
・
第
二
巻
』
（
光
洋
社
、
一
九
六
六
）
、
一
三
五
頁
以
下
参

　
照
。

⑤
　
日
本
労
働
総
岡
盟
『
第
二
十
回
全
国
大
会
報
告
書
』
（
一
九
三
一
年
一
一
月
）
、

　
六
一
頁
。

⑥
　
大
原
社
会
問
題
研
究
所
『
日
本
労
働
年
鑑
』
昭
和
八
年
、
二
七
一
頁
。

⑦
『
労
働
』
｝
九
三
三
年
五
月
。
『
金
の
武
装
と
臼
本
の
将
来
』
（
社
大
党
パ
ン
フ

三
　
極
東
情
勢
の
展
開
と
社
会
大
衆
党

　
レ
ッ
ト
、
一
九
三
三
年
六
月
）
、
六
二
頁
。

⑧
　
「
転
換
期
建
設
政
策
案
」
（
『
状
況
』
一
九
三
三
年
、
五
七
二
頁
以
下
）
。

⑨
前
掲
「
昭
和
九
年
度
一
般
工
作
協
力
方
針
書
」
二
～
三
頁
。

⑩
『
無
産
階
級
よ
り
見
た
る
新
日
本
の
建
設
大
綱
』
（
一
九
三
三
年
六
月
）
。
「
資

　
本
主
義
第
三
権
ヵ
論
」
に
つ
い
て
は
、
成
田
喜
一
郎
「
社
会
大
衆
党
に
お
け
る
『
新

　
党
運
動
』
」
（
前
掲
）
、
告
見
義
明
「
戦
前
に
お
け
る
『
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
』
観
の

　
変
遷
」
（
『
歴
史
学
研
究
隔
四
五
…
、
一
九
七
七
）
参
照
。

⑪
亀
井
貫
一
郎
『
五
十
年
「
ゴ
ム
風
船
」
を
追
っ
て
』
（
前
掲
）
、
一
九
六
頁
。

⑫
前
掲
「
昭
和
九
年
度
一
般
工
作
協
力
方
針
書
」
、
三
頁
。

⑬
前
掲
『
無
産
階
級
よ
り
見
た
る
新
日
本
の
建
設
大
綱
』
、
三
四
頁
。

⑭
　
前
掲
「
転
換
期
建
設
政
策
案
」
。

⑯
　
山
窒
建
徳
「
社
会
大
衆
党
小
論
」
（
前
掲
）
参
照
。

　
満
州
事
変
で
繁
迫
化
し
た
極
東
情
勢
は
、
い
わ
ゆ
る
「
広
田
外
交
」
に
よ
っ
て
一
時
的
に
小
康
状
態
を
迎
え
て
い
た
。
日
ソ
問
で
は
、
一
九

三
三
年
五
月
以
来
無
縫
鉄
道
譲
渡
交
渉
が
進
展
し
、
一
九
三
五
年
三
月
に
は
調
印
に
こ
ぎ
つ
け
る
。
広
田
外
梧
は
、
そ
れ
を
さ
ら
に
日
ソ
不
可

侵
条
約
交
渉
と
し
て
発
展
さ
せ
、
高
橋
蔵
相
も
軍
事
費
抑
制
の
立
場
か
ら
そ
れ
を
支
援
す
る
な
ど
、
国
内
で
は
日
ソ
不
可
侵
条
約
の
機
運
が
増
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大
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
社
大
党
の
外
交
路
線
に
沿
う
も
の
で
も
あ
っ
た
。

　
そ
の
間
、
ソ
連
は
ナ
チ
ス
政
権
の
成
立
に
促
さ
れ
て
、
欧
米
資
本
主
義
諸
国
に
接
近
し
て
い
た
。
一
九
三
三
年
十
一
月
の
米
ソ
国
交
回
復
、

一
九
三
四
年
十
一
月
の
国
際
連
盟
加
入
、
一
九
三
五
年
五
月
の
仏
ソ
相
互
援
助
条
約
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
や
が
て
丁
年
七
月
の
コ

ミ
ン
テ
ル
ン
第
七
圓
大
会
で
の
「
人
民
戦
線
戦
術
」
へ
と
帰
結
す
る
。

　
欧
米
諸
国
に
対
す
る
ソ
連
外
交
の
接
近
と
い
う
国
際
情
勢
は
、
労
働
組
合
に
お
け
る
右
派
と
中
居
派
の
対
照
性
を
事
実
上
解
消
さ
せ
る
も
の

で
あ
っ
た
。
一
九
三
三
年
十
月
、
日
本
労
働
組
合
会
議
は
、
国
際
労
働
会
議
へ
の
代
表
派
遣
を
全
労
よ
り
選
出
す
る
こ
と
と
し
、
対
す
る
全
労

も
十
二
月
に
は
、
そ
れ
に
応
ず
る
旨
を
決
定
し
た
（
『
状
況
』
一
九
三
三
年
、
九
九
一
頁
）
。
こ
う
し
て
、
一
九
三
四
年
六
月
の
第
十
八
回
国
際
労
働

会
議
に
は
、
中
間
派
組
合
か
ら
初
め
て
労
働
代
表
が
選
出
さ
れ
、
全
労
の
菊
川
忠
雄
は
、
国
際
労
働
会
議
の
脱
退
に
反
対
す
る
主
旨
の
演
説
を

行
っ
て
い
る
（
『
社
通
』
一
九
三
四
年
四
H
＝
百
）
。
さ
ら
に
そ
の
途
上
、
懸
案
で
あ
っ
た
ア
ジ
ア
労
働
会
議
が
結
成
さ
れ
た
。
右
派
の
独
壇
場
と

も
い
う
べ
き
ア
ジ
ア
労
働
会
議
が
、
一
九
二
〇
年
代
末
以
来
の
紆
余
曲
折
を
経
て
、
全
労
が
出
席
す
る
中
で
結
成
さ
れ
た
こ
と
は
、
両
派
の
接

近
を
象
徴
す
る
で
き
ご
と
だ
っ
た
と
言
え
る
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
は
中
国
国
民
党
政
府
で
、
対
日
宥
和
的
な
蕎
介
石
・
注
兆
銘
・
黄
郭
ら
の
路
線
が
強
化
さ
れ
、
日
中
間
の
緊
張

緩
和
が
著
し
く
進
展
し
た
時
で
も
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
門
広
田
和
協
外
交
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ア
ジ
ア
労
働
会
議
を
舞
台
に
日
中
提
携
を
模

索
す
る
右
派
に
と
っ
て
も
、
好
ま
し
い
状
況
に
ち
が
い
な
か
っ
た
。
右
派
は
、
同
会
議
へ
の
中
国
の
参
加
を
要
請
し
て
い
く
。

　
し
か
し
、
中
国
の
参
加
は
結
局
実
現
し
な
か
っ
た
。
一
九
三
五
年
＝
一
月
に
、
総
同
盟
の
松
岡
駒
吉
が
国
民
政
府
の
王
正
廷
と
ホ
テ
ル
で
会

見
し
た
際
に
、
王
正
廷
は
「
満
州
国
代
表
が
出
席
し
な
い
条
件
な
ら
ば
出
席
さ
せ
る
」
と
回
答
し
て
い
る
。
松
岡
は
再
考
を
促
す
が
、
会
見
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

事
実
上
決
裂
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
軍
部
に
よ
る
華
北
分
離
工
作
の
展
翻
と
、
「
広
閉
和
協
外
交
」
の
転
換
と
い
う
、
極
菓
情

勢
の
展
開
が
あ
っ
た
。

　
一
九
三
五
年
一
〇
月
の
い
わ
ゆ
る
「
広
田
三
原
則
扁
は
、
「
防
共
」
を
新
た
な
日
中
提
携
の
根
拠
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
で
、
同
年
六
月
に
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始
ま
っ
て
い
た
軍
部
の
華
北
分
離
工
作
と
の
間
に
妥
協
点
を
見
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
「
和
協
外
交
」
が
、
「
満
州
国
」

を
不
問
に
付
し
つ
つ
、
日
中
の
対
等
な
関
係
を
保
証
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、
そ
れ
が
口
中
の
緊
張
緩
和
に
逆
行

す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
前
述
の
王
の
回
答
が
、
「
満
州
国
」
を
改
め
て
問
題
に
し
て
い
る
の
も
、
こ
う
し
た
広
田
の
路

線
転
換
に
対
応
し
た
も
の
と
言
っ
て
よ
い
。
結
局
、
中
国
国
民
党
政
府
は
、
一
九
三
五
年
一
一
月
に
イ
ギ
リ
ス
の
援
助
の
下
で
幣
制
改
革
を
．
断

行
す
る
。
そ
れ
は
、
軍
部
の
華
北
侵
略
に
対
抗
し
た
国
民
党
政
府
の
政
策
転
換
で
あ
り
、
同
年
八
月
の
中
国
共
産
党
の
「
八
・
一
」
宣
言
と
相

侯
っ
て
、
極
東
情
勢
は
新
た
な
局
面
を
迎
え
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
対
す
る
軍
部
は
、
さ
ら
に
華
北
自
治
運
動
を
推
進
し
、
一
一

月
二
五
日
に
は
翼
東
防
共
自
治
委
員
会
を
発
足
さ
せ
る
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
事
態
に
対
し
、
右
派
一
総
同
盟
は
イ
ギ
リ
ス
の
対
中
借
款
を
非
難
し
、
「
日
本
と
し
て
は
く
中
略
V
農
民
の
自
治
運
動
を
擁
護
せ
ね

ば
な
ら
ぬ
」
と
主
張
し
て
い
る
（
『
労
働
』
一
九
三
五
年
＝
万
）
。
そ
れ
ま
で
の
日
中
親
善
が
、
「
天
羽
声
明
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
列
国
の

対
中
援
助
を
排
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
う
し
た
反
浮
管
論
調
も
首
肯
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
満

州
事
変
の
淵
源
を
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
に
見
る
右
派
H
総
同
盟
に
と
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
行
為
は
越
権
行
為
以
外
の
何
物
で
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

日
中
提
携
の
基
盤
を
崩
壊
さ
せ
た
の
が
華
北
分
離
工
作
で
あ
り
、
自
治
運
動
が
ま
さ
に
そ
の
延
長
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
と
き
、
右
派
が

そ
の
自
治
運
動
に
日
中
提
携
の
活
路
を
見
出
そ
う
と
す
る
こ
と
は
、
い
わ
ば
自
殺
行
為
に
等
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
、
か
わ
っ
て
存
在
感
を
増
し
て
き
た
の
が
、
当
初
よ
り
「
極
東
イ
ン
タ
ー
」
の
立
場
か
ら
「
広
田
和
協
外
交
」
を
批
判
し
て
い
た
国

社
派
幹
部
の
構
想
で
あ
る
（
『
社
大
』
一
九
三
五
年
四
月
二
八
日
）
。
社
大
豆
は
、
「
支
那
四
億
の
農
民
が
飢
餓
窮
乏
の
ド
ン
底
に
在
る
こ
と
は
く
中
略
〉

共
産
党
赤
化
工
作
に
素
地
を
支
へ
て
い
る
」
（
『
社
大
』
一
九
三
五
年
一
一
月
五
臼
）
と
論
じ
、
と
り
わ
け
ソ
遮
の
「
人
民
戦
線
戦
術
」
に
よ
っ
て
、

「
民
衆
の
疲
弊
に
乗
ず
る
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
運
動
」
が
濤
発
化
し
、
自
治
運
動
が
「
返
っ
て
共
産
党
運
動
の
温
床
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
警
告
し

て
い
る
（
『
社
大
』
一
九
三
五
年
一
二
月
一
〇
日
）
。
こ
う
し
た
中
で
一
九
三
五
年
六
月
、
社
大
言
は
亀
井
貫
一
郎
を
団
長
に
、
阿
部
茂
夫
・
平
野
学
・

渡
辺
年
之
助
．
松
永
義
雄
ら
五
名
に
よ
る
「
支
那
満
州
視
察
団
」
を
派
遣
し
た
。
視
察
団
の
報
告
書
は
、
「
紺
支
問
題
は
直
ち
に
ソ
連
政
策
め
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問
題
で
あ
り
、
直
ち
に
共
産
党
の
問
題
で
あ
る
」
と
し
て
、
「
其
処
に
は
共
産
党
が
存
す
る
の
だ
。
ど
う
し
て
も
支
那
民
衆
の
生
活
を
狙
ひ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

支
那
民
衆
の
心
を
把
握
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
そ
の
（
日
本
の
一
引
用
者
）
力
は
成
長
さ
れ
な
い
」
と
論
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
国
社
派
は

中
国
問
題
の
根
幹
と
し
て
中
国
共
産
党
の
存
在
を
重
視
し
、
そ
れ
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
中
国
民
衆
の
生
活
を
確
保
す
る
こ
と
が
急
務
な
の

だ
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
日
ソ
不
可
侵
条
約
と
と
も
に
対
ソ
問
題
と
し
て
構
想
さ
れ
る
と
き
、
「
極
東
イ
ン
タ
ー
」

の
志
向
す
る
「
民
衆
提
携
」
の
構
想
は
、
英
米
資
本
主
義
を
極
葉
か
ら
排
除
す
る
と
同
時
に
、
中
国
共
産
党
の
影
響
圏
を
ソ
連
に
委
ね
、
国
家

社
会
主
義
的
な
経
済
統
制
に
よ
っ
て
、
日
本
の
影
響
圏
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
政
策
構
想
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
れ
は
、
軍

部
の
華
北
分
離
工
作
を
い
わ
ぼ
補
強
す
る
提
雷
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
こ
の
蒔
期
、
英
国
の
対
中
借
款
を
批
判
し
て
、
同
じ
く
反
英
的

と
な
ぞ
い
碧
派
の
晶
提
携
論
と
は
・
明
ら
か
に
養
な
も
の
だ
・
た
と
い
そ
よ
や
そ
し
て
・
広
界
温
良
部
に
押
さ
れ
・
そ
の

内
実
を
変
化
さ
せ
て
い
く
に
つ
れ
、
両
派
の
比
重
は
確
実
に
逆
転
し
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
時
期
極
東
問
題
に
関
し
て
列
国
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
点
で
、
両
派
は
や
は
り
共
通
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
ブ
戸
ヅ

ク
経
済
に
よ
っ
て
強
い
ら
れ
た
選
択
で
あ
り
、
そ
の
限
り
で
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
の
打
破
と
い
う
目
標
と
も
両
立
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
社

大
党
は
さ
き
の
報
告
書
で
、
「
新
な
る
原
理
に
基
く
国
際
経
済
の
再
建
を
悪
童
と
す
る
一
連
の
通
商
協
定
と
関
税
政
策
」
の
必
要
性
を
強
調
し

　
　
④

て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
で
総
同
盟
と
全
労
の
羽
虫
問
題
が
進
展
し
、
一
九
三
六
年
一
月
に
全
日
本
労
働
総
同
盟
（
全
総
）
が
結
成
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
同

年
四
月
に
開
か
れ
た
社
大
字
の
第
二
回
党
国
際
部
会
で
も
、
「
特
別
議
会
に
於
て
主
張
す
べ
き
外
交
政
策
」
と
し
て
、
日
ソ
不
可
侵
条
約
の
締

結
と
英
国
労
働
党
へ
の
支
持
が
併
記
さ
れ
た
（
『
状
況
』
一
九
三
六
年
、
六
四
六
頁
）
。
こ
れ
は
、
両
派
の
共
同
歩
調
が
組
合
レ
ベ
ル
の
み
な
ら
ず
、

政
党
レ
ベ
ル
で
も
実
現
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
す
で
に
、
ソ
連
の
連
盟
諸
国
へ
の
接
近
と
い
う
国
際
情
勢
の
中
で
、
両

派
の
対
照
性
が
解
消
さ
れ
、
中
間
派
労
働
組
合
で
あ
る
全
労
が
、
国
際
労
働
会
議
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

い
わ
ば
右
派
の
独
壇
場
へ
の
中
間
派
の
参
入
と
も
い
う
べ
き
事
態
で
あ
っ
た
。
全
総
も
結
局
、
組
織
力
と
伝
統
に
勝
る
総
同
盟
が
、
い
わ
ば
全
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労
を
吸
収
合
併
す
る
形
で
成
立
し
て
い
る
。
そ
の
過
程
で
、
い
わ
ゆ
る
「
全
的
合
同
論
」
が
否
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
注
目
に
あ
た
い
し
よ
う
。

「
全
的
合
同
論
」
は
、
総
同
盟
を
牽
制
し
よ
う
と
す
る
中
間
派
が
、
人
畏
戦
線
結
成
の
機
運
を
背
景
に
、
合
法
左
翼
組
合
を
も
含
め
て
合
同
を

達
成
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
が
右
派
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
右
派
の
根
強
い
「
反
共
性
」
を
物
語
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

同
時
に
、
中
間
派
に
対
す
る
右
派
の
優
位
を
決
定
づ
け
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

　
他
方
、
天
皇
機
関
説
問
題
に
始
ま
る
国
体
明
徴
運
動
を
背
景
に
、
こ
の
こ
ろ
「
労
資
一
体
」
論
を
掲
げ
る
日
本
主
義
労
働
運
動
が
台
頭
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

内
務
省
も
そ
れ
を
積
極
的
に
利
用
す
る
方
向
へ
と
転
換
し
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
、
内
務
省
の
労
働
政
策
が
、
社
会
局
を
中
心
に
、
総
同
盟

な
ど
の
「
労
資
協
調
」
的
な
路
線
を
積
極
的
に
支
持
す
る
方
針
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
「
労
資
一
体
」
論
の
台
頭
は
総
同
盟
に
と
っ
て
脅
威
的
な
も

の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
西
尾
末
広
は
、
こ
う
し
た
臼
本
主
義
労
働
運
動
の
台
頭
を
警
戒
し
て
、
「
教
化
運
動
と
し
て
は
概
ね
賛
成
だ
が
、

政
治
運
動
的
な
も
の
は
・
フ
ァ
ッ
シ
・
と
し
て
反
対
で
す
」
と
述
べ
て
い
物
・
総
同
盟
に
と
そ
全
労
と
の
禽
と
は
・
こ
」
つ
し
た
「
煙
霞

体
論
」
へ
の
対
抗
と
い
う
意
味
あ
い
も
含
ま
れ
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
。

　
し
か
し
、
そ
の
さ
い
確
認
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
社
大
党
の
国
典
派
幹
部
が
主
張
す
る
政
策
構
想
も
、
そ
の
実
ま
さ
に
「
労
資
一
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

論
」
に
平
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
社
大
党
が
こ
の
時
期
、
天
皇
機
関
説
問
題
を
傍
観
す
る
の
は
、
そ
れ
と
無
関
係
で
は
な
い
。
そ

れ
は
、
一
九
三
六
年
に
入
っ
て
さ
ら
に
明
確
な
形
で
示
さ
れ
る
。

　
一
九
三
六
年
は
、
周
知
の
よ
う
に
フ
ラ
ン
ス
や
ス
ペ
イ
ン
を
中
心
に
人
民
戦
線
の
動
き
が
活
発
化
し
、
極
東
に
お
い
て
も
一
二
月
に
西
安
事

件
で
国
共
合
作
が
成
立
す
る
な
ど
、
そ
の
動
き
は
東
西
を
問
わ
ず
、
国
際
的
な
広
が
り
を
見
せ
た
時
で
あ
る
。
他
方
、
二
・
二
六
事
件
後
に
成

立
し
た
広
田
内
閣
は
、
軍
部
の
華
北
侵
略
に
押
さ
れ
、
国
際
的
な
孤
立
化
の
中
で
一
一
月
に
鴇
独
防
共
協
定
を
結
ぶ
。
そ
れ
は
、
い
わ
ば
「
広

田
外
交
」
か
ら
「
有
田
外
交
」
へ
の
転
換
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
社
野
党
は
、
日
章
防
共
協
定
を
人
民
戦
線
と
フ
”
、
ッ
シ
ョ
の
国
際
戦
争
に
加
担
す
る
も
の
と
し
て
反
対
し
、
次
の
よ
う
な
声
明
を
発
し
て
い

る
（
『
状
況
』
一
九
三
六
年
、
六
八
二
頁
）
。
「
大
陸
民
衆
の
間
に
共
産
化
が
進
行
す
る
所
以
は
大
陸
民
衆
の
民
族
的
自
主
的
発
展
が
反
資
本
主
義
的
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動
向
に
沿
ふ
の
必
然
的
帰
結
で
あ
る
」
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
共
産
化
を
防
止
す
る
に
は
、
「
階
級
分
裂
の
資
本
主
義
社
会
か
ら
我
国
体
に
内
包
せ
ら

る
る
無
階
級
的
な
全
体
社
会
」
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
東
洋
社
会
の
歴
史
と
事
実
に
即
し
て
反
共
産
主
義
で
あ
る
と
共
に
反
資
本
主
義
的

な
る
創
造
的
社
会
主
義
」
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
た
。
こ
こ
か
ら
は
第
一
に
、
中
国
民
衆
が
「
反
資
本
主
義
的
」
で
あ
る
が
ゆ
え
に
共
産
化
し
て

い
る
と
認
識
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
第
二
に
、
「
創
造
的
社
会
主
義
」
は
、
そ
う
し
た
中
国
民
衆
を
め
ぐ
っ
て
共
産
主
義
と
競
合
す
る
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
よ
う
。
そ
れ
は
、
未
組
織
国
民
層
が
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
の
競
合
地
帯
で
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
を
「
消
費
者
本
位
」
の
「
超

階
級
的
」
な
職
能
代
表
会
議
に
よ
っ
て
獲
得
し
よ
う
と
す
る
国
祉
派
の
国
内
政
策
が
、
極
東
情
勢
を
め
ぐ
る
人
民
戦
線
の
展
開
に
対
し
て
、
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

り
切
迫
し
た
形
で
表
明
さ
れ
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
＝
一
月
の
西
安
事
件
も
、
国
内
に
お
け
る
人
民
戦
線
結
成
の
動
き
も
、
い
ず
れ
も
か
か

る
危
機
感
を
助
長
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
三
六
年
五
月
の
予
算
総
会
で
、
亀
井
貫
一
郎
が
「
来
年
の
上
半
期
に
は
日
ソ
の
間
が
地
理
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

戦
略
的
地
位
が
転
換
す
べ
き
時
期
が
来
る
と
思
ふ
」
と
発
言
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
艶
言
防
共
協
定
に
対
し
て
河
野

密
が
、
「
ロ
シ
ヤ
を
抑
へ
る
な
ら
ば
イ
ギ
リ
ス
の
力
を
借
り
る
と
か
、
或
は
そ
れ
と
結
ぶ
と
か
云
ふ
こ
と
を
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
」
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

目
英
同
盟
論
を
主
張
し
て
い
る
の
も
、
そ
う
し
た
危
機
感
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
国
社
派
の
こ
の
時
期
の
論
調
は
、
ソ
連
の
「
人
民
戦
線
戦
術
」
に
触
発
さ
れ
た
中
国
共
産
党
の
活
動
を
警
戒
し
、
「
労
資

一
体
」
論
的
な
政
策
構
想
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
対
す
る
右
派
は
、
一
方
面
「
労
資
一
体
」
論
を
警
戒
し
な
が
ら
、
他
方
で

こ
う
し
た
国
社
派
の
政
策
溝
想
に
全
面
的
に
産
調
し
て
行
く
の
で
あ
る
。
合
同
後
の
『
労
働
』
誌
上
に
は
、
明
ら
か
に
そ
う
し
た
国
社
派
の
論

調
が
浸
透
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
む
ろ
ん
、
極
東
に
お
け
る
列
国
の
排
除
や
プ
ロ
ヅ
ク
経
済
に
対
す
る
反
対
、
ま
た
右

に
見
た
日
英
同
盟
論
な
ど
、
両
派
が
こ
の
時
期
、
共
通
基
盤
を
拡
大
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
ま
た
、
国
際
労
働
会
議
や
ア
ジ
ア
労
働

会
議
、
全
労
の
吸
収
合
併
な
ど
の
点
で
、
右
派
1
1
総
同
盟
が
優
位
に
立
っ
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
っ
た
。
、
国
社
派
は
結
局
、
ア
ジ
ア
労
働
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

議
を
日
中
提
携
の
「
横
挿
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
そ
う
し
た
条
件
下
で
、
右
派
が
国
社
派
を
排
除
す
る
必
然
性
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
日

中
提
携
路
線
が
、
こ
の
時
期
完
全
に
行
詰
っ
て
い
た
こ
と
を
想
起
す
れ
ぱ
、
右
派
が
何
ゆ
え
に
そ
こ
で
、
他
の
選
択
肢
に
想
到
し
え
な
か
っ
た
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の
か
と
い
う
問
題
が
浮
上
し
て
来
よ
う
。
そ
の
背
景
と
し
て
は
、
や
は
り
右
派
の
根
強
い
「
反
共
」
主
義
が
想
起
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
一
九
三
七
年
五
月
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た
ア
ジ
ア
労
働
会
議
の
第
二
回
大
会
は
、
す
で
に
中
国
か
ら
上
海
総
工
会
が
参
加
す
る
旨
を
伝
え
て

き
て
い
た
（
『
社
通
』
｝
九
三
六
年
一
二
月
｝
○
日
）
。
そ
れ
に
対
し
、
あ
る
座
談
会
で
松
岡
は
、
國
民
政
府
が
「
満
州
国
」
の
不
参
加
を
条
件
に
し

て
い
る
こ
と
を
あ
げ
、
「
満
州
に
は
事
実
上
来
る
や
う
な
団
体
も
な
い
」
が
、
「
満
州
か
ら
来
ぬ
と
い
ふ
こ
と
を
約
束
し
て
ま
で
、
支
那
に
来
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

貰
ふ
必
要
は
な
い
」
と
明
言
し
て
い
る
。
同
席
し
た
清
沢
例
が
「
満
州
か
ら
遠
慮
し
て
貰
っ
て
も
支
那
に
は
出
て
貰
っ
た
方
が
い
い
」
と
言
う

よ
う
に
、
松
岡
の
こ
だ
わ
り
は
む
し
ろ
過
剰
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
国
権
回
復
な
ど
の
政
治
的
要
求
を
、
共
産
主
義
に
汚
染
さ
れ
た
も
の
と
す

る
、
総
同
盟
に
伝
統
的
な
「
反
共
」
主
義
の
帰
結
だ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　
以
上
、
こ
の
時
期
の
国
社
派
と
右
派
の
関
係
は
、
次
の
よ
う
に
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
両
派
の
間
に
は
、
国
際
情
勢
に
関

し
て
共
通
基
盤
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
プ
ロ
ヅ
ク
経
済
に
対
し
て
反
対
す
る
と
同
時
に
、
極
東
に
お
い
て
は
列
国
の
干
渉
を
排
除
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
前
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
景
気
回
復
と
い
う
経
済
状
況
も
、
両
派
の
協
調
関
係
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

他
方
、
中
間
派
労
働
組
合
を
吸
収
合
併
し
た
右
派
は
、
組
織
基
盤
の
面
で
は
、
明
ら
か
に
優
位
に
立
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
圏
際
労
働
会
議
お

よ
び
ア
ジ
ア
労
働
会
議
と
い
う
舞
台
設
定
に
お
い
て
も
い
え
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
右
派
は
「
労
資
一
体
論
」
に
脅
威
を
感
ず
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
「
反
共
」
へ
の
硬
直
性
ゆ
え
に
、
事
実
上
「
労
資
一
体
論
」
と
変
わ
ら
な
い
国
社
派
の
政
策
構
想
に
同
調
し
て
い
く
。
す
で
に
、

右
派
の
提
示
す
る
日
中
提
携
構
想
は
そ
の
基
盤
を
喪
失
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
同
調
は
結
局
、
政
策
構
想
に
お
け
る
国
社
派
の
優
位
を
帰
結
せ

ざ
る
を
得
な
い
。
か
く
し
て
、
時
局
に
適
合
的
な
国
社
派
の
支
配
権
が
確
立
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
い
わ
ば
「
ハ
ー
ド
」
面
で
優
位
に
立

つ
右
派
に
対
し
て
、
「
ソ
ブ
ト
」
面
か
ら
そ
の
関
係
を
逆
転
し
て
い
く
過
程
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。

　
最
後
に
、
社
大
党
の
い
わ
ゆ
る
「
躍
進
」
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。
す
で
に
、
一
九
三
五
年
の
府
県
会
選
挙
で
「
躍
進
」
の
兆
候
を
見
せ

て
い
た
社
大
言
は
、
一
九
三
六
年
二
月
の
第
十
九
圓
総
選
挙
で
議
席
数
を
三
議
席
か
ら
十
八
議
席
に
増
加
さ
せ
、
さ
ら
に
一
九
三
七
年
四
月
の

第
二
十
回
総
選
挙
で
は
、
一
挙
に
三
七
議
席
を
獲
得
し
て
、
議
院
内
第
三
党
と
し
て
の
地
位
を
確
立
す
る
。
か
つ
て
、
社
大
党
の
成
立
を
促
し
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な
い
　
「
戦
争
の
防
止
に
努
力
す
べ
し
、

る
場
合
に
は
戦
ふ
よ
り
外
に
道
は
な
い
。

合
作
の
成
立
し
た
極
東
情
勢
に
関
し
て
、

　
次
章
で
は
、
日
中
戦
争
下
の
両
派
を
、

た
無
産
政
党
の
再
編
が
、
昭
和
恐
慌
と
満
州
事
変
を
背
景
に
し
た
二
度
の
総
選
挙
の
不
振
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
「
躍
進
」

を
も
っ
て
国
社
派
幹
部
が
、
自
ら
の
政
策
構
想
へ
の
ゴ
ー
・
サ
イ
ン
だ
と
見
な
し
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
し
か
し
、
従
来
か
ら
指
摘

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
こ
に
は
多
様
な
期
待
が
投
影
さ
れ
て
い
た
。
と
り
わ
け
、
確
認
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
全
総
の
成
立
に
象
微

さ
れ
る
よ
う
に
、
基
盤
の
確
立
し
た
右
派
一
－
総
同
盟
へ
の
期
待
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
東
大
の
社
会
政
策
学
老
・
河
合
栄
治
郎
は
、
社
大
党
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

対
し
て
次
の
よ
う
な
要
望
を
表
明
し
て
い
る
。
「
幹
部
の
一
部
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
的
傾
向
の
も
の
が
あ
る
く
中
略
〉
、
こ
れ
を
取
り
除
く
べ
き
で
あ

る
」
。
「
社
会
主
義
を
目
標
と
す
る
こ
と
、
し
か
し
マ
ル
ク
ス
主
義
に
は
反
対
す
べ
し
」
。
す
な
わ
ち
、
国
社
派
幹
部
の
排
除
と
「
反
共
」
主
義

の
確
認
で
あ
り
、
右
派
の
路
線
に
期
待
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
認
識
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら

　
　
O

敗
戦
主
義
に
も
反
対
す
べ
し
。
〈
中
略
V
真
に
国
家
と
国
民
を
守
る
た
め
に
戦
争
も
ま
た
止
む
を
得
ざ

機
械
的
な
敗
戦
主
義
を
と
る
べ
き
で
は
な
い
」
。
こ
う
し
た
「
反
共
主
義
」
と
戦
争
認
識
は
、
国
共

結
局
国
社
派
幹
部
の
政
策
構
想
を
貫
徹
さ
せ
、
日
中
戦
争
支
持
を
帰
結
す
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
共
同
歩
調
の
延
長
と
し
て
と
ら
え
、
や
が
て
戦
争
が
長
期
化
す
る
中
で
、
両
派
の
関

係
が
破
綻
し
、
新
体
調
運
動
へ
と
国
社
派
が
合
流
し
て
い
く
過
程
を
追
う
。

　
①
　
　
『
総
同
盟
五
十
年
史
・
第
二
巻
』
（
前
掲
）
、
五
〇
八
頁
。

　
②
　
『
危
機
に
立
つ
国
際
政
局
髄
（
一
九
三
六
年
一
月
）
。

　
③
　
こ
の
時
期
の
日
中
提
携
論
に
つ
い
て
は
、
酒
井
哲
哉
著
『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

　
　
体
制
の
崩
壊
』
（
東
京
大
学
出
版
会
㌔
一
九
九
二
）
、
第
二
章
・
第
一
節
が
示
唆
的

　
　
で
あ
る
。

　
④
　
②
に
同
じ
。

　
⑤
　
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
神
田
文
人
「
日
本
に
お
け
る
統
一
戦
線
に
つ
い

　
　
て
」
（
『
現
代
思
想
』
一
〇
、
一
九
七
二
）
参
照
。

　
⑥
三
輪
泰
史
『
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
労
働
運
動
面
（
校
倉
書
房
、
一
九
八
八
）
、
一

　
　
五
三
頁
。

⑦
『
労
働
経
済
（
東
京
）
』
一
九
三
五
年
七
月
。

⑧
　
　
『
昭
和
十
年
度
社
会
大
衆
党
報
告
書
』
（
一
九
三
六
年
一
月
）
、
一
頁
。
高
橋
彦

　
博
「
社
会
大
衆
党
の
分
析
」
（
前
掲
）
、
四
五
三
頁
も
参
照
。

⑨
神
田
前
掲
論
文
、
吉
見
義
明
「
社
会
大
衆
党
の
方
向
転
換
」
（
前
掲
）
参
照
。

⑬
『
特
別
議
会
闘
争
報
告
譲
』
（
…
九
三
六
年
七
月
）
、
三
六
頁
。

⑭
　
　
「
座
談
会
・
対
ソ
政
策
を
ど
う
す
る
」
（
『
月
刊
ロ
シ
ヤ
』
…
九
三
七
年
四
月
、

　
五
四
頁
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

⑫
『
第
五
回
大
会
議
案
騒
（
一
九
三
六
年
ご
一
月
）
、
六
頁
。

⑬
「
民
族
主
義
と
無
産
運
動
」
（
『
明
B
』
一
九
三
七
年
五
月
）
、
二
五
頁
。

⑭
　
　
「
社
ム
覧
轟
人
衆
轟
兄
へ
の
希
墾
」
（
『
明
日
』
　
｝
九
三
七
年
六
月
）
、
　
一
九
頁
。
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四
　
日
申
戦
争
下
の
社
会
大
衆
党

社：会大衆党の国家社会主義と国際政策（及州）

　
一
九
三
七
年
七
月
に
始
ま
る
臼
中
戦
争
は
、
軍
部
が
推
進
し
て
き
た
華
北
侵
略
の
帰
結
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ソ
連
と
中
国
共
産
党
へ
の
脅

威
感
を
募
ら
せ
て
い
た
社
大
党
は
、
中
国
資
本
主
義
が
抗
議
に
偏
向
し
、
国
共
合
作
に
走
っ
た
結
果
で
あ
る
と
し
て
、
戦
争
を
積
極
的
に
支
持

し
た
。

　
書
記
長
の
麻
生
久
は
、
日
中
戦
争
を
「
深
く
支
那
民
衆
の
裡
に
食
ひ
込
み
来
っ
た
ソ
ヴ
ェ
ト
露
西
亜
と
日
本
と
の
支
那
民
衆
に
対
す
る
指
導

権
の
争
ひ
漏
で
あ
る
と
規
定
し
、
「
何
れ
の
国
が
真
に
支
那
民
衆
に
対
し
て
、
真
の
幸
福
と
生
活
の
安
定
と
高
き
文
化
を
与
へ
得
る
か
」
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

勝
敗
の
岐
路
で
あ
る
と
し
て
、
国
家
社
会
主
義
的
な
改
革
を
強
調
す
る
。
七
月
の
特
別
議
会
で
、
亀
井
貫
一
郎
が
「
資
本
主
義
國
防
が
全
体
主

義
国
防
に
敗
れ
ん
と
し
つ
つ
あ
る
」
と
発
言
し
て
い
る
の
も
、
そ
う
し
た
ソ
連
と
中
国
共
産
党
に
対
す
る
危
機
感
を
反
映
し
た
も
の
に
外
な
ら

　
②
な
い
。
か
く
し
て
、
社
大
党
は
一
九
三
七
年
一
一
月
の
第
六
回
大
会
で
、
「
国
家
、
階
級
、
民
族
の
三
位
一
体
」
と
さ
れ
る
、
国
家
社
会
主
義

的
な
新
綱
領
を
採
択
す
る
に
い
た
る
。
他
方
、
同
年
一
〇
月
の
大
会
で
、
罷
業
絶
滅
運
動
を
含
む
「
銃
後
三
大
運
動
扁
を
決
定
し
、
日
中
戦
争

に
協
力
す
る
方
針
を
確
立
し
て
い
た
右
派
一
総
同
盟
は
、
社
粛
党
と
の
協
力
の
も
と
で
「
鈴
木
遣
米
使
節
」
を
派
遣
し
、
日
中
戦
争
を
共
産
党

の
挑
発
に
対
す
る
防
衛
で
あ
る
と
規
定
す
る
と
同
時
に
（
『
労
働
』
一
九
三
七
年
＝
月
）
、
社
大
党
の
新
綱
領
を
「
戦
時
体
制
化
の
下
に
於
て
最

も
必
要
な
る
積
極
政
策
で
あ
る
」
と
高
く
評
価
し
て
い
る
（
『
労
働
』
一
九
三
七
年
　
二
月
）
。

　
こ
う
し
た
両
派
の
共
岡
歩
調
を
象
徴
的
に
示
す
の
が
、
産
業
報
国
運
動
（
産
報
運
動
）
へ
の
対
応
で
あ
る
。
一
九
三
八
年
七
月
に
半
官
半
民
の

産
業
報
国
連
盟
の
創
立
を
も
っ
て
始
動
す
る
産
量
運
動
は
、
各
事
業
所
に
産
業
報
国
会
を
設
置
し
、
「
労
資
一
体
」
の
理
念
を
通
し
て
労
働
争

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

議
を
防
止
す
る
役
割
を
期
待
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
三
〇
年
代
を
通
じ
、
労
働
協
約
の
実
績
を
蓄
積
し
て
き
た
総
同
盟
は
、
年
報
運
動

が
そ
う
し
た
労
働
組
合
と
競
介
し
、
結
局
資
本
家
を
利
す
る
に
過
ぎ
な
い
の
だ
と
し
て
、
消
極
的
な
姿
勢
を
示
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
事
実

上
「
労
資
一
体
」
論
に
等
し
い
政
策
構
想
を
提
示
し
て
い
た
国
社
派
は
、
産
報
運
動
に
積
極
的
に
闘
わ
っ
て
い
く
。
そ
の
限
り
で
、
産
報
運
動
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を
め
ぐ
る
両
派
の
立
場
は
、
す
で
に
対
立
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
社
大
震
は
一
九
三
八
年
六
月
に
は
、
「
国
民
再
組
織
」
の
必

要
性
を
主
張
し
て
お
り
（
『
社
大
』
」
九
三
八
年
六
月
三
〇
日
）
、
同
年
七
月
の
社
大
党
・
労
働
委
員
会
で
は
、
こ
う
し
た
社
大
党
の
論
調
が
、
支
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

労
働
組
合
の
意
向
と
異
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
水
面
下
で
は
す
で
に
、
麻
生
・
亀
井
ら
を
中
心
と
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

近
衛
新
党
運
動
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
「
国
民
再
組
織
」
論
も
そ
う
し
た
動
き
と
符
節
を
合
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
結
局
間
委

員
会
で
は
、
労
働
組
合
と
の
協
力
が
確
認
さ
れ
、
労
働
部
長
の
河
野
密
も
、
こ
の
時
期
「
労
働
団
体
と
の
協
力
が
あ
っ
て
始
め
て
産
業
報
国
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
目
的
も
達
成
出
来
る
」
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
段
階
で
は
、
産
報
運
動
を
め
ぐ
る
両
派
の
対
立
に
は
、
む
し
ろ
抑
制
力
が
働
い

て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
こ
う
し
た
抑
制
力
が
や
が
て
消
失
す
る
こ
と
で
、
両
派
の
対
立
関
係
が
顕
在
化
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
過
程
を
、
河
野
密
の
所

論
を
軸
に
検
討
し
て
い
こ
う
。
河
野
は
、
自
ら
も
回
想
す
る
よ
う
に
、
麻
生
・
亀
井
ら
の
活
動
と
は
一
線
を
画
し
て
お
り
、
労
働
部
長
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

二
野
レ
ベ
ル
で
の
接
点
で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
い
わ
ば
両
派
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
重
要
な
位
置
を
し
め
て
い
た
。
両
派
の
関
係
を
見
る
の
に

は
、
最
も
適
当
な
人
材
と
言
え
る
。

　
一
九
三
八
年
一
〇
月
、
河
野
は
「
日
本
商
品
の
進
出
を
『
ソ
シ
ャ
ル
・
ダ
ン
ピ
ン
グ
』
な
り
と
疑
し
て
ひ
と
頃
の
喧
し
い
議
論
に
は
、
一
応

の
結
末
が
与
へ
ら
れ
た
」
と
し
て
、
国
際
労
働
会
議
を
通
し
て
一
定
の
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
し
か
し
、
も
は
や
問
題
は

別
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
「
経
済
政
策
は
自
給
自
足
を
限
目
と
す
る
プ
ロ
ヅ
ク
経
済
主
義
で
行
く
の
か
、
そ
れ
と
も
国
際
的
通
商
自
由
の
原
刻

に
立
ち
帰
ら
ん
と
す
る
の
か
」
。
す
な
わ
ち
、
通
商
自
由
の
原
則
に
対
し
て
、
ブ
揖
ッ
ク
経
済
主
義
と
い
う
別
の
選
択
肢
が
浮
上
し
て
き
た
の

　
　
⑧

で
あ
る
。
「
欧
州
は
欧
州
、
ア
メ
リ
カ
は
ア
メ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
は
ア
ジ
ア
と
云
ふ
、
地
域
的
な
体
制
が
将
来
の
国
際
関
係
の
基
調
だ
と
思
ひ
ま

⑨す
」
。
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
反
対
と
い
う
国
際
認
識
が
、
両
派
の
共
通
基
盤
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、
河
野
が
こ
こ
で
、
右
派
の
路

線
か
ら
離
反
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
こ
の
時
期
切
迫
し
て
い
た
、
国
際
労
働
会
議
脱
退
問
題
が
あ
っ
た
。

　
国
際
労
働
会
議
が
日
本
非
難
決
議
を
採
択
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
、
一
九
三
七
年
一
一
月
ご
ろ
か
ら
、
日
本
主
義
労
働
組
合
や
赤
松
克
麿
の
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祉会大衆党の国家社会主義と国際政策（及川）

日
本
革
新
党
な
ど
を
中
心
に
国
際
労
働
会
議
脱
退
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。
岡
運
動
は
、
翌
年
の
第
七
十
蹉
議
会
で
、
安
達
謙
蔵
や
清
瀬
一
郎
ら

の
国
民
同
盟
が
同
調
す
る
こ
と
で
一
挙
に
現
実
化
す
る
。
政
府
は
、
当
初
い
わ
ゆ
る
「
不
完
全
代
蓑
派
遣
』
で
こ
れ
に
対
処
す
る
が
、
結
局
一

九
三
八
年
九
月
、
国
際
連
盟
の
欄
裁
規
定
適
用
の
通
告
に
対
し
て
、
国
際
連
盟
諸
機
関
と
の
協
力
関
係
を
断
ち
、
同
年
十
一
月
三
日
に
、
国
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

労
働
会
議
の
脱
邊
を
通
告
す
る
に
い
た
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
と
同
時
に
、
近
衛
内
閣
の
い
わ
ゆ
る
「
東
亜
新
秩
序
」
声
明
が
出
さ
れ

る
の
で
あ
っ
た
。

　
国
際
労
働
会
議
を
外
交
政
策
の
主
要
な
舞
台
と
し
て
重
視
し
て
き
た
右
派
一
介
同
盟
に
と
っ
て
、
以
上
の
事
態
は
外
交
政
策
の
基
盤
を
喪
失

す
る
こ
と
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
す
で
に
同
年
七
月
に
二
度
目
の
中
国
視
察
を
終
え
て
い
た
河
野
は
、
一
一
月
に
社
大
患
か

ら
『
新
東
亜
の
建
設
』
と
題
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
出
版
し
、
同
月
の
第
七
回
大
会
で
も
、
「
大
陸
政
策
に
関
す
る
件
」
の
報
告
老
と
な
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

国
際
政
策
の
転
換
を
積
極
的
に
推
進
し
て
行
く
。

　
ヅ
ロ
ッ
ク
建
設
を
決
意
す
る
河
野
が
、
こ
の
時
期
そ
の
前
提
と
し
て
重
視
す
る
の
は
、
「
中
支
那
」
の
確
保
で
あ
り
、
そ
れ
に
必
要
な
中
国

民
族
資
本
の
導
入
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
は
民
族
資
本
を
懐
柔
し
得
る
思
想
工
作
が
不
可
欠
で
あ
る
。
か
く
し
て
浮
上
し
て
来
る

の
が
、
三
民
主
義
の
再
解
釈
で
あ
っ
た
。
河
野
は
、
「
三
民
主
義
を
歪
曲
し
て
民
族
主
義
と
し
く
中
略
V
抗
日
政
策
に
ス
リ
代
へ
た
」
こ
と
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

日
中
戦
争
の
発
端
で
あ
る
と
し
て
、
「
民
生
主
義
」
こ
そ
が
三
民
主
義
の
本
質
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
そ
れ
は
「
一
つ
の
階
級
、
一
つ
の
階
層

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
利
害
を
代
表
す
る
も
の
で
な
く
＜
中
略
〉
『
全
民
心
窮
』
の
政
治
を
実
現
せ
ん
と
す
る
も
の
」
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
プ
ロ
ヅ
ク
建
設
に
民

族
資
本
の
導
入
を
目
論
む
河
野
が
、
三
民
主
義
の
再
解
釈
に
よ
っ
て
提
示
す
る
思
想
と
は
、
階
級
の
利
害
を
超
え
た
生
活
本
位
の
経
済
思
想
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

あ
っ
た
。
か
く
し
て
、
前
述
の
社
大
仁
第
七
回
大
会
で
は
、
「
東
亜
協
同
体
」
の
建
設
が
ス
鴇
ー
ガ
ソ
と
し
て
か
か
げ
ら
れ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
進
展
を
重
視
す
る
社
公
党
が
、
「
菓
亜
協
同
体
」
を
通
し
て
展
望
す
る
の

は
、
生
活
本
位
の
経
済
思
想
に
よ
っ
て
、
日
中
双
方
の
「
民
族
資
本
」
か
ら
、
対
立
の
火
種
と
な
る
「
民
族
主
義
」
を
抹
消
す
る
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
上
で
民
衆
提
携
を
実
現
す
る
と
い
う
構
想
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
か
っ
て
の
「
極
東
イ
ン
タ
ー
」
の
構
想
が
そ
う
で
あ
っ
た
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よ
う
に
、
国
内
の
改
革
と
連
動
す
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
河
野
は
、
「
相
互
間
の
ブ
リ
ク
シ
ョ
ソ
を
避
け
、
統
制
あ
る
建
設
を
な
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

為
に
は
、
〈
中
略
〉
国
民
の
組
織
を
通
ず
る
連
繋
　
　
『
国
民
連
盟
』
が
不
可
避
で
あ
る
」
と
論
じ
て
い
る
。
社
大
脳
が
「
国
民
再
組
織
」
を
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

冠
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
一
九
三
九
年
二
月
に
浮
上
す
る
東
方
会
と
の
合
同
問
題
は
、
そ
う
し
た
国
社
派
の
構
想
の
現
れ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、

さ
ら
に
産
業
報
国
会
を
め
ぐ
る
右
派
と
の
対
立
と
な
っ
て
表
薗
化
す
る
。

　
一
九
三
九
年
四
月
、
政
府
は
産
業
報
国
運
動
の
難
語
指
導
に
乗
出
し
た
。
そ
れ
は
、
国
家
総
動
員
法
第
六
条
に
基
づ
く
、
従
業
者
雇
入
制
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

令
や
賃
金
統
制
令
な
ど
の
、
総
合
的
な
経
済
統
制
の
一
環
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
応
し
て
、
中
間
派
一
旧
全
労
系
は
岡
年
七
月
、
産
報
運
動
へ

の
積
極
的
な
協
力
を
主
張
し
て
全
総
を
脱
退
し
、
　
一
一
月
に
は
産
報
ク
ラ
ブ
を
結
成
す
る
に
い
た
る
。
河
野
は
、
「
日
本
の
労
働
団
体
が
産
業

報
国
会
の
意
義
に
徹
す
る
こ
と
の
嵐
来
な
か
っ
た
の
は
、
労
資
調
整
機
関
と
し
て
の
み
こ
れ
を
考
へ
る
か
ら
で
あ
っ
た
」
と
し
て
、
落
間
盟
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

の
決
別
を
表
明
し
て
い
る
。
河
野
に
よ
れ
ば
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
建
設
に
は
国
民
の
総
合
力
が
発
揮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
賃
金
・

物
価
・
消
費
を
通
し
た
総
合
的
な
経
済
統
制
を
通
し
て
、
国
民
の
生
活
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
が
、
そ
の
際
考
慮
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
の
が
、
戦
時
経
済
に
よ
る
景
気
の
不
均
衡
な
状
態
で
あ
っ
た
。
河
野
は
「
業
主
、
被
傭
者
を
合
し
て
三
十
七
万
四
千
六
百
人
に
及
ぶ
失

業
者
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
所
謂
犠
牲
産
業
等
の
状
態
は
相
当
深
刻
」
で
あ
る
と
危
機
感
を
抱
い
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
殴
賑
産
業
」
と
「
犠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

牲
産
業
」
の
問
題
で
あ
っ
た
。
「
生
産
力
の
拡
充
と
負
担
均
衡
の
問
題
が
ど
う
調
和
す
べ
き
も
の
か
」
。
経
済
統
制
は
、
こ
う
し
た
不
均
衡
な
状

態
を
考
慮
し
て
展
開
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
労
働
組
合
を
通
し
た
労
資
交
渉
と
い
う
形
式
で
は
実
現
し
え
な
い
課
題
で
あ

っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
第
一
に
労
働
組
合
は
賃
金
の
引
き
上
げ
を
通
し
て
労
働
者
の
生
活
を
確
保
す
る
機
関
だ
か
ら
で
あ
り
、
第
二
に
生
活
確
保

が
必
要
な
の
は
、
蛍
・
資
を
含
む
「
犠
牲
産
業
」
全
体
で
あ
っ
て
、
労
働
組
合
と
い
う
回
路
で
は
カ
バ
ー
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
は
や
「
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

本
家
団
体
、
労
働
者
団
体
が
相
対
立
す
る
と
云
ふ
こ
と
で
は
足
ら
な
い
」
。
河
野
は
、
労
働
組
合
に
代
る
も
の
と
し
て
産
報
運
動
を
位
置
づ
け

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
建
設
の
中
で
、
国
民
の
総
合
力
を
引
き
出
す
た
め
に
不
可
避
的
に
要
請
さ
れ
た
、
国
家
祉
会
主
義
的
な
生

活
運
動
で
あ
り
、
前
述
し
た
よ
う
に
日
中
提
携
の
前
提
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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以
上
の
よ
う
に
、
プ
ロ
ヅ
ク
建
設
と
い
う
課
題
は
、
国
社
派
を
し
て
「
国
民
再
組
織
」
の
問
題
に
至
ら
し
め
、
右
派
か
ら
の
離
反
を
決
定
的

に
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
国
際
認
識
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
河
野
は
近
衛
声
閥
を
、
次
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
。
「
九
力
国
条

約
の
廃
棄
な
ど
国
際
関
係
の
旧
態
よ
り
脱
却
す
る
の
意
図
が
前
記
の
声
明
の
中
に
表
は
れ
て
い
る
が
、
更
に
一
歩
を
進
め
て
、
こ
れ
に
代
る
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

き
新
体
制
の
問
題
を
予
め
考
へ
て
を
く
こ
と
が
大
切
で
あ
ら
う
」
。
九
力
国
条
約
が
中
国
の
領
土
保
全
を
約
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
起

す
れ
ば
、
「
東
亜
協
同
体
」
論
を
理
論
化
す
る
河
野
が
、
近
衛
声
明
に
看
取
す
る
の
が
、
第
一
に
中
国
の
領
土
保
全
と
い
う
原
則
を
地
域
主
義

に
よ
っ
て
解
消
す
る
こ
と
、
そ
し
て
第
二
に
、
か
か
る
地
域
主
義
に
基
づ
い
て
国
際
関
係
を
全
体
的
に
改
編
し
、
新
し
い
国
際
秩
序
一
「
新
体

制
」
を
構
築
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
。
そ
れ
は
、
一
方
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
と
い
う
地
域
内
部
に
お
け
る
、
イ
ギ
リ
ス
と
ド
イ
ツ
の

対
立
に
連
動
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。

　
祉
単
記
は
お
り
か
ら
の
日
興
防
共
協
定
強
化
問
題
に
対
し
て
積
極
的
に
関
与
し
、
一
九
三
八
年
末
の
第
七
十
四
議
会
に
お
い
て
は
、
東
方
会

や
第
二
控
室
な
ど
の
各
会
派
と
と
も
に
、
「
日
独
伊
三
国
の
軍
事
同
盟
締
結
の
促
進
運
動
」
を
起
こ
し
て
い
る
（
『
社
大
』
一
九
三
九
年
五
月
一
五
日
）
。

周
知
の
よ
う
に
、
陸
軍
を
中
心
に
し
て
、
ド
イ
ツ
と
の
防
共
協
定
を
強
化
し
、
対
象
を
ソ
連
か
ら
英
・
仏
に
拡
大
し
よ
う
と
す
る
い
わ
ゆ
る
「
防

共
協
定
強
化
問
題
」
は
、
外
務
省
を
中
心
と
し
た
「
親
英
派
」
と
の
間
に
深
刻
な
対
立
を
生
み
、
や
が
て
近
衛
内
閣
の
倒
壊
を
誘
発
す
る
。
さ

ら
に
、
近
衛
を
つ
い
だ
平
沼
内
閣
に
継
承
さ
れ
た
同
主
題
は
、
お
り
か
ら
の
排
英
運
動
と
あ
い
ま
っ
て
、
政
局
を
「
反
ソ
」
か
ら
「
反
英
」
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

と
転
換
さ
せ
る
主
要
な
動
因
と
な
っ
て
い
く
も
の
で
あ
っ
た
。
桂
大
党
は
、
ド
イ
ツ
が
新
し
い
国
際
秩
序
の
最
先
端
を
行
く
も
の
と
し
て
、
こ

う
し
た
動
き
を
積
極
的
に
支
持
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
九
三
九
年
、
天
津
租
界
封
鎖
喜
件
に
始
ま
る
、
い
わ
ゆ
る
第
二
次
排
英
運
動
に
際
し

て
も
、
同
党
は
河
上
丈
太
郎
・
河
野
密
・
亀
井
貫
一
郎
・
阿
部
茂
夫
・
中
村
高
一
ら
五
名
を
実
行
委
員
と
し
て
排
英
運
動
を
推
進
し
、
八
月
工

一
日
に
は
日
本
脊
年
会
館
で
排
英
大
会
を
開
催
し
て
い
る
（
『
状
況
』
一
九
三
九
年
、
四
八
一
頁
）
。
こ
う
し
た
国
社
派
の
動
向
に
対
し
て
、
右
派
の

片
山
哲
は
、
後
に
「
こ
ん
な
時
に
〈
中
略
〉
独
逸
崇
拝
を
攻
撃
し
た
新
聞
、
雑
誌
が
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
だ
と
思
っ
て
を
つ
た
偏
と
回
想
し
て
い

る
。
前
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
極
東
情
勢
に
関
す
る
限
り
す
で
に
反
英
的
で
あ
っ
た
右
派
に
と
っ
て
、
問
題
は
天
津
租
界
封
鎖
事
件
そ
の
も
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の
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
が
ヨ
ー
β
ッ
パ
に
お
け
る
英
・
独
対
立
と
連
動
し
て
い
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
国
社
派
の
動
向
は
、
そ
の
点
で
右

派
と
の
共
通
基
盤
に
抵
触
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
う
し
た
中
で
、
一
九
三
九
年
八
月
二
三
日
の
独
ソ
不
可
侵
条
約
は
、
周
知
の
よ
う
に
内
外
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
日

本
で
は
平
沼
内
閣
が
倒
壊
し
、
如
露
運
動
も
終
息
す
る
。
新
た
に
成
立
し
た
阿
部
内
閣
は
、
独
ソ
不
可
侵
条
約
に
よ
っ
て
勃
発
し
た
第
二
次
世

界
大
戦
に
対
し
て
、
不
介
入
の
立
場
を
表
明
し
、
い
わ
ゆ
る
「
自
主
独
往
」
外
交
を
展
開
し
て
い
く
。
こ
れ
に
対
し
て
、
社
大
谷
は
即
日
緊
急

常
任
中
央
執
行
委
員
会
を
開
催
し
、
国
社
派
と
右
派
と
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
そ
の
際
、
日
ソ
不
可
侵
条
約
を
主
張
す
る
亀
井
貫
一
郎
・
水

谷
長
三
郎
に
対
し
、
松
岡
・
西
尾
ら
右
派
が
反
対
し
た
と
い
う
（
『
状
況
』
一
九
三
九
年
、
四
八
二
頁
）
。

　
地
域
主
義
に
基
づ
く
「
新
体
制
」
が
、
九
力
国
条
約
の
改
編
を
も
含
意
し
て
い
た
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
独
ソ
不
可
侵
条
約
を

契
機
に
国
社
派
が
日
ソ
不
可
侵
条
約
を
主
張
す
る
の
は
、
ソ
違
と
の
間
に
、
勢
力
範
囲
を
画
定
し
よ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
書
記
長
の
麻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

生
久
は
、
一
九
三
九
年
末
に
近
衛
文
麿
に
あ
て
た
書
簡
で
、
次
の
よ
う
に
提
言
し
て
い
る
。
「
此
の
広
い
東
洋
の
天
地
に
日
本
と
胃
シ
ア
と
戦

は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
理
由
が
何
処
に
あ
る
で
し
ょ
う
。
ロ
シ
ア
民
族
が
あ
た
た
か
き
太
陽
を
し
た
っ
て
雨
下
せ
ん
と
欲
す
る
民
族
的
本
能
の
は

け
口
は
、
広
い
東
洋
の
喜
で
す
か
ら
日
本
と
の
大
胆
な
話
合
の
上
に
充
分
つ
く
筈
で
す
」
。
『
東
洋
経
済
新
報
』
の
石
橋
湛
山
は
、
こ
の
時
期
陸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

軍
や
外
務
省
の
革
新
官
僚
の
問
に
台
頭
し
た
細
蟹
ソ
同
盟
論
を
も
っ
て
「
中
国
分
割
論
」
と
批
判
し
、
そ
の
危
険
性
を
警
告
し
て
い
る
が
、
中

国
共
産
党
の
脅
威
を
強
調
し
て
き
た
社
大
党
が
、
九
力
國
条
約
の
廃
棄
を
前
提
に
、
日
ソ
不
可
侵
条
約
を
推
進
す
る
ね
ら
い
と
は
、
ま
さ
し
く

湛
山
の
い
う
中
国
分
割
論
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
日
独
ソ
提
携
論
は
こ
の
時
期
、
社
大
忌
に
お
い
て
は
む
し
ろ
劣
勢
で
あ
っ
た
。
な
に
よ
り
も
、
「
東
亜
協
同
体
」

の
理
論
化
を
行
っ
た
河
野
密
が
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
す
な
わ
ち
河
野
は
、
独
ソ
不
可
侵
条
約
に
よ
っ
て
「
防

共
」
と
「
現
状
打
破
」
と
が
分
離
し
た
た
め
、
「
防
共
を
重
し
と
す
る
か
、
現
状
打
開
を
重
し
と
す
る
か
に
依
っ
て
、
〈
中
略
〉
撃
ソ
を
先
づ
行

ふ
か
磁
石
を
先
づ
行
ふ
か
」
が
定
ま
る
と
断
定
す
る
。
そ
し
て
、
盤
面
銘
が
「
防
共
偏
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
喚
起
し
、
日
本
も
そ
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㊧

れ
に
従
う
べ
き
こ
と
が
主
張
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
一
九
三
九
年
一
二
月
九
日
に
開
催
さ
れ
た
社
大
聖
の
第
八
回
大
会
で
は
、
注
政

権
支
持
が
決
議
さ
れ
る
が
、
党
首
の
安
部
は
、
そ
の
閲
の
事
情
を
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。
「
当
時
或
一
部
で
は
×
×
×
交
渉
〔
日
算
ソ
交

渉
　
　
引
用
者
〕
と
い
ふ
や
う
な
説
も
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
で
あ
り
ま
し
た
が
、
党
と
し
て
は
注
精
衛
を
中
心
と
す
る
中
央
政
権
を
極
力
支
持
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
〈
中
略
〉
方
針
を
閾
明
し
ま
し
た
」
。
ま
た
、
翌
年
の
一
月
七
日
半
は
、
水
谷
長
三
郎
・
三
頭
身
壮
・
阿
部
茂
夫
ら
が
「
激
励
使
節
」
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

注
兆
銘
を
訪
問
す
る
が
、
そ
の
さ
い
水
谷
は
予
兆
銘
が
「
支
那
民
族
資
本
の
培
養
を
主
張
」
し
た
と
し
て
、
そ
れ
を
積
極
的
に
支
持
し
て
い
る
。

こ
の
、
「
民
族
資
本
の
培
養
」
と
い
う
要
求
が
、
国
社
派
の
主
張
し
て
い
た
「
民
衆
提
携
」
の
構
想
と
相
容
れ
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
時
期
、
「
現
状
打
破
ー
ー
排
英
」
の
麻
生
ら
日
ソ
提
携
路
線
が
、
右
派
を
中
心
と
し
た
「
防
共
1
1
撃
ソ
」
路
線
と
対
立
し
て
お

り
、
河
野
や
水
谷
ま
で
も
が
右
派
に
歩
み
寄
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。
党
内
情
勢
は
、
明
ら
か
に
右
派
の
優
位
に
傾
い
て
い
た
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
右
派
が
「
防
共
」
を
媒
介
に
、
注
兆
銘
の
主
張
を
積
極
的
に
支
持
す
る
の
は
、
本
稿
で
強
調
し
て
き
た
よ
う
に
、
右
派
の
日

中
提
携
構
想
が
民
族
資
本
の
成
長
を
前
提
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
無
関
係
で
は
な
い
。
こ
の
時
期
、
そ
れ
は
国
社
派
の
中
国
分
割
論

に
抵
抗
す
る
立
脚
点
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
一
九
四
〇
年
二
月
二
日
の
い
わ
ゆ
る
斎
藤
問
題
に
端
を
発
す
る
社
大
玉
の
分
裂
は
、
劣
勢
に
立
っ
た
国
社
派
幹
部
に
よ
る
、
い
わ
ば
巻
き
返

し
で
あ
っ
た
。
斎
藤
の
演
説
内
容
を
否
定
す
る
点
で
、
両
派
は
一
致
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
斎
藤
の
議
員
除
名
に
固
執
す
る
国
社
派
が
、

そ
れ
に
抵
抗
す
る
右
派
を
除
名
す
る
と
い
う
展
開
を
た
ど
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
除
名
さ
れ
た
右
派
は
、
「
我
等
を
除
名
せ
り
と
の
麻
生
、
亀
井

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

一
派
の
発
墨
は
全
然
正
規
の
機
関
を
無
視
せ
る
違
法
行
為
に
し
て
そ
の
周
章
狼
狽
振
り
笑
止
の
外
な
し
」
と
声
明
を
発
し
、
や
が
て
「
勤
労
国

民
党
」
の
結
成
を
企
画
す
る
が
、
結
局
五
月
に
結
社
を
禁
止
さ
れ
、
総
同
盟
も
七
月
に
解
散
す
る
。
他
方
、
右
派
を
排
除
し
た
国
社
派
は
、
七

月
に
社
大
玉
を
解
党
し
新
体
制
運
動
へ
と
合
流
し
て
い
く
。
そ
れ
は
、
国
家
社
会
主
義
的
な
政
策
構
想
が
、
右
派
と
い
う
基
盤
の
上
に
で
は
な

く
、
国
家
制
度
と
い
う
基
盤
の
上
に
展
開
さ
れ
て
い
く
過
程
で
あ
っ
た
。

　
①
　
「
支
那
事
変
と
日
本
の
大
衆
」
（
『
文
芸
春
秋
』
一
九
三
七
年
一
〇
月
）
。
　
　
　
　
　
　
②
　
『
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
6
9
』
（
東
京
大
学
繊
版
会
、
一
九
八
四
）
、
四
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三
頁
。

③
『
労
働
幽
翠
』
一
九
三
八
年
目
鍔
、
二
一
翼
。

④
　
安
田
浩
「
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
労
働
政
策
の
受
容
」
（
『
拙
会
科
学
研
究
』

　
四
二
一
三
、
一
九
九
〇
）
、
二
三
〇
頁
。

⑤
伊
藤
隆
「
昭
和
㎜
三
年
逓
衛
瓢
党
問
題
研
究
覚
書
」
（
日
本
政
治
学
会
編
『
近
衛

　
新
体
欄
の
研
究
』
、
岩
波
書
店
、
　
一
九
七
三
）
。

⑥
　
　
「
戦
時
労
働
屡
策
と
産
業
報
国
運
動
」
（
『
龍
巻
大
学
新
聞
』
一
九
三
八
年
九
肩

　
二
穴
沼
）
。

⑦
　
『
現
代
史
を
創
る
人
び
と
（
1
）
』
（
前
掲
）
、
八
七
頁
。

⑧
　
「
戦
時
下
の
労
働
問
題
」
（
『
経
済
清
報
』
一
九
三
八
年
｝
○
月
一
一
一
同
）
、
二

　
一
頁
。

⑨
　
　
「
チ
ェ
コ
問
題
解
決
の
東
亜
晴
局
へ
の
影
響
」
（
『
経
済
情
報
』
一
九
三
八
年
一

　
〇
月
一
一
日
）
、
四
　
頁
。

⑩
『
総
同
盟
五
十
年
史
・
第
二
巻
臨
（
前
掲
）
、
六
八
七
頁
以
下
参
照
。

⑪
　
横
関
至
「
戦
時
体
制
と
社
会
民
主
主
義
者
」
（
前
掲
）
、
七
九
頁
以
下
参
照
。
ま

　
た
、
河
野
の
執
筆
論
文
に
関
し
て
は
、
慶
応
義
塾
大
学
法
学
部
致
治
学
科
・
中
村

　
勝
範
研
究
会
編
集
発
行
『
東
京
帝
大
新
人
会
研
究
ノ
ー
ト
第
七
号
』
（
一
九
八
五
）

　
巻
末
の
「
第
四
部
・
新
入
会
員
執
筆
論
文
目
録
、
河
野
密
・
三
輪
寿
壮
」
が
便
利

　
で
あ
る
。

⑫
　
　
「
事
変
の
前
途
と
中
支
那
建
設
方
略
」
（
『
文
芸
春
秋
』
一
九
三
八
年
一
〇
月
）
、

　
一
〇
〇
頁
。

⑬
　
「
孫
文
・
三
遠
主
義
・
知
識
大
衆
」
（
『
中
央
公
論
』
　
～
九
三
八
年
一
一
月
）
、
本

　
欄
一
六
一
頁
。

⑭
　
『
第
七
圓
全
嗣
大
会
議
案
』
（
一
九
三
八
年
＝
月
）
。

⑮
「
長
期
建
設
へ
の
道
」
（
『
日
本
評
論
』
　
九
三
八
年
一
二
月
）
、
一
二
五
頁
。

⑯
　
合
同
問
題
に
つ
い
て
は
、
有
馬
学
「
東
方
会
の
組
織
と
政
策
」
（
『
史
淵
』
一
一

四
、
一
九
七
六
）
、
成
田
喜
一
郎
程
会
大
衆
党
に
お
け
る
薪
党
運
勲
」
（
前

　
掲
）
、
永
井
和
「
東
方
会
の
農
開
」
（
『
史
林
』
六
二
一
一
、
　
一
九
七
九
）
参
照
。

⑰
い
わ
ゆ
る
「
再
編
産
報
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
研
究
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

　
桜
林
誠
『
産
業
報
蓮
華
の
組
織
と
機
能
』
（
御
茶
の
水
書
房
、
　
一
九
八
五
）
、
佐
口

　
和
郎
「
産
業
報
國
会
の
理
念
と
組
織
（
1
）
（
2
）
」
（
『
経
済
学
論
集
』
五
ニ
ー
一

　
〇
、
一
九
八
六
、
同
門
『
日
本
に
お
け
る
産
業
斑
主
主
義
の
前
提
』
東
京
大
学
出

　
版
会
、
一
九
九
一
に
再
録
）
、
安
国
浩
「
宮
僚
と
労
働
者
間
題
」
（
東
京
大
学
社
会

　
科
学
研
究
所
編
『
現
代
日
本
社
会
4
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
一
）
。

⑱
　
「
産
業
報
国
運
動
と
労
働
組
合
」
（
『
経
済
情
報
1
〈
政
経
編
〉
』
一
九
三
九
年
九

　
月
）
、
四
二
頁
。

⑲
　
「
州
民
生
活
貧
困
化
の
建
設
的
意
義
」
（
『
経
済
情
報
一
〈
政
経
編
〉
』
一
九
四
九

　
年
四
月
）
、
一
五
二
頁
・
一
五
〇
頁
。

⑳
　
⑱
に
同
じ
。

⑳
　
⑱
に
同
じ
。

＠
永
井
和
コ
九
ヨ
九
年
の
排
英
運
動
」
（
『
年
報
・
近
代
日
本
研
究
5
』
、
山
川

　
慮
版
社
、
　
　
九
八
三
）
、
大
岡
聡
「
日
中
戦
争
期
の
自
治
擁
護
運
動
に
つ
い
て
」

　
（
前
掲
）
参
照
。

⑬
　
「
政
界
往
来
へ
の
期
待
」
（
『
政
界
往
来
』
一
九
三
九
年
一
〇
月
）
、
八
五
頁
。

⑳
　
　
「
近
衛
文
麿
宛
麻
生
久
書
簡
」
（
今
井
清
一
・
伊
藤
隆
編
『
現
代
史
資
料
4
4
』
、

　
み
す
ず
噴
冨
房
、
　
一
九
七
闘
）
、
　
…
五
五
頁
。

⑳
　
石
橋
湛
山
「
危
険
な
る
日
蘇
提
携
論
」
（
『
東
洋
経
済
漸
報
』
一
九
三
九
年
一
二

　
月
一
六
日
）
。

⑳
　
「
大
戦
と
事
変
処
理
」
（
『
帝
国
大
学
新
聞
』
一
九
三
九
年
九
月
一
一
日
）
、
「
座

　
談
会
・
今
期
議
会
と
政
治
の
復
活
」
（
『
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』
一
九
四
〇
年
一
月
一

　
日
）
、
六
七
緊
貝
。

⑳
　
「
安
部
磯
長
門
一
問
一
答
録
」
（
『
政
界
往
来
』
一
九
四
〇
年
六
月
）
、
　
一
ご
五

　
頁
。

⑱
　
　
「
和
平
救
国
へ
の
遮
進
」
（
『
政
界
往
来
騙
一
九
四
〇
年
～
二
月
）
、
　
一
四
四
頁
以
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下
。

⑱
　
畑
申
正
壽
「
社
会
大
衆
党
分
裂
の
経
緯
と
其
の
後
に
於
け
る
動
向
」
（
『
社
会
政

策
時
報
』
　
一
九
四
〇
年
山
ハ
日
刀
）
、
　
一
七
七
頁
。

お
　
わ
　
り
　
に

社会大衆党の国家社会主義と国際政策（及川）

　
以
上
、
国
際
政
策
に
照
明
を
あ
て
る
こ
と
で
、
社
大
全
を
舞
台
に
し
た
両
派
の
対
立
と
協
調
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
、
よ
り
明
確
に
析
出
で
き

た
よ
う
に
思
う
。
と
り
わ
け
、
国
家
社
会
主
義
的
な
政
策
構
想
が
、
極
東
情
勢
を
に
ら
ん
で
展
開
さ
れ
る
中
で
、
両
派
の
共
同
歩
調
が
確
立
さ

れ
て
行
く
日
中
戦
争
勃
発
前
後
は
、
一
つ
の
エ
ポ
ヅ
ク
と
し
て
重
要
な
位
置
を
し
め
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「
新
体
制
」
と
い
う
後
続
の
時
代
を

規
定
す
る
、
歴
史
的
な
前
提
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
「
は
じ
め
に
」
で
規
定
し
た
よ
う
に
、
本
稿
で
い
う
国
家
社
会
主
義
と
は
、
そ
の
経
済
構
想
に
特
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

そ
れ
は
、
一
方
に
お
け
る
賃
金
の
増
額
が
他
方
に
お
け
る
生
活
負
担
の
増
大
を
も
た
ら
す
と
い
う
、
い
わ
ば
大
衆
の
内
部
分
化
を
危
惧
し
て
、

「
消
費
者
本
位
」
の
改
革
に
よ
っ
て
資
本
主
義
か
ら
桂
会
主
義
へ
の
転
化
を
展
望
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
論
理
の
裏
に
は
、
階
級
対

立
と
い
う
マ
ル
ク
ス
主
義
の
革
命
ビ
ジ
ョ
ン
に
対
抗
し
て
、
国
家
の
優
越
性
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
こ
め
ら
れ
て
い
た
。

　
か
か
る
国
璽
派
勢
力
は
、
ま
ず
昭
和
恐
慌
を
背
景
に
活
性
化
し
た
。
そ
こ
で
は
、
未
組
織
大
衆
の
生
活
難
が
ひ
ろ
が
り
、
労
働
組
合
に
よ
る

賃
金
交
渉
と
い
う
回
路
で
は
、
も
は
や
そ
の
生
活
確
保
を
期
し
え
な
い
と
い
う
状
況
が
現
出
し
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
国
社
派

の
独
自
性
は
、
や
が
て
景
気
が
回
復
す
る
に
と
も
な
っ
て
消
失
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
か
く
し
て
、
舞
台
は
極
東
へ
と
移
行
す
る
。

　
国
社
派
の
独
自
性
は
、
極
東
を
め
ぐ
る
国
際
政
策
に
反
映
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
、
そ
れ
は
中
国
共
産
党
の
脅
威
が
昂
進
す
る
中
で
、
中
国
罠

衆
を
日
本
の
影
響
下
に
確
保
し
、
民
族
資
本
を
抹
消
す
る
こ
と
で
、
日
中
対
立
を
克
服
す
る
構
想
と
し
て
機
能
し
た
。
そ
う
し
た
論
理
の
裏
に

は
、
日
本
に
よ
る
帝
国
主
義
的
な
侵
略
を
正
当
化
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
こ
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
、
日
中
戦

争
下
、
プ
ロ
ヅ
ク
の
建
設
が
決
意
さ
れ
る
中
で
、
そ
う
し
た
構
想
は
再
び
国
内
に
還
元
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
国
家
社
会
主
義
の
構
想
は
、
一
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方
に
中
国
共
産
党
を
ひ
か
え
、
他
方
に
戦
時
経
済
に
よ
る
「
犠
牲
産
業
」
と
い
う
間
題
を
か
か
え
る
中
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
ド
イ
ツ

に
連
動
し
、
極
東
に
お
い
て
は
中
国
分
割
論
を
も
た
ら
し
、
国
内
的
に
は
新
体
制
運
動
へ
と
発
展
し
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
国
社
派
の
政
策
構
想
の
推
移
に
対
し
て
、
右
派
の
立
場
は
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
よ
う
。
無
産
政
党
の
再
編
に
よ
っ
て
、
国

社
派
と
の
合
同
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
右
派
は
、
共
通
基
盤
の
拡
大
を
背
景
に
、
そ
の
関
係
を
対
立
か
ら
協
調
へ
と
移
行
さ
せ
る
。
そ
れ
は
、
「
全

的
合
同
論
」
の
排
除
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
方
で
は
中
間
派
に
対
す
る
右
派
の
優
位
を
決
定
づ
け
る
過
程
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
中
間
派
に

連
な
る
人
民
戦
線
の
動
き
を
遮
断
す
る
こ
と
は
、
結
局
「
労
資
】
体
」
論
が
台
頭
す
る
中
で
、
事
実
上
「
労
資
】
体
」
論
者
に
外
な
ら
な
い
国

社
派
の
専
横
を
許
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
右
派
の
日
中
提
携
構
想
が
破
綻
す
る
中
で
、
国
社
派
の
政
策
構
想
の
優
位
を
帰
結
す
る
。
日

中
戦
争
前
夜
に
お
け
る
両
派
の
関
係
と
は
、
人
民
戦
線
の
脅
威
を
背
景
に
、
組
織
基
盤
に
勝
る
右
派
と
政
策
構
想
に
勝
る
国
社
派
と
の
共
同
歩

調
で
あ
り
、
社
大
虚
に
お
い
て
は
「
労
資
協
調
」
と
「
労
資
一
体
」
と
が
、
む
し
ろ
相
互
補
慶
7
0
的
な
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
私
が
確
認
し
た
い
一
九
三
〇
年
代
な
か
ば
の
重
要
性
と
は
、
社
会
運
動
に
お
け
る
か
か
る
事
態
の
現
出
を
さ
し
て
い
る
。
そ
の
後
に
来
る
「
新

体
制
」
期
と
は
、
こ
う
し
た
協
調
関
係
を
再
び
破
壊
し
て
い
く
段
階
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
ま
た
稿
を
改
め
て
論
ず
る
こ

と
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
　
京
都
市
左
京
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ren　e1ne　besondere　Prioritat　zuerkannte．　，　AuBerdem　sind　in　dieser　Liste

die　Gr恥er　von“Kamatari”（鎌足）und‘．1．Muchimaro”．（武智麻呂）auf－

geftthrt．　Darin　zeigt　sich，　wie　sick　der　Ahnenkult　’allmahlich　von　der

Verehrung　der　Ahnen　ais　Kollektiv　zu　einer　Verehrung　konl〈reter，　durch

Deszendenz　verbundener　Vorfahren　wandelt．　’

　　5．　Anhand　dieser　Studie　wird　die　Rolle　des　Ahnenkults　als　eines　der

Strukturprinzipien　japanischer　Gruppenbildung　deutlich．

　　　National　Socialism　and．　the　Foreign　Policy

of　the　Social　People’s　Party　（Shakai　Taish“　T6）

by

OII〈AwA　Eijiro

　　Tlte　Social’　People’s　Party　（Shakai　Taishtt　TO）　was　created　upon　the

amalgamation　of　two　factions：　the　Nationa！　Socialist　faction　（Kokka’

Shakai　skugi　ha），　activists　galvanized　by　the　suffering　iBduced　bY　the

Depression　and　the　foreign　crisis　caused　by　the　Manchurian　lncident，

and　the　Right－Wing　faction，　a　social－democratic　entity　based　on　Japan

Labor　Union　（Nippon　R6d6’　S6d6mei）．

　　The　National　Socialists　advocated　state　control　of’the　economy　to　build

a　classless　socitey，　which　becaine　unpopular　domestically　as　JaPan　reco－

vered　from　the　Depression．　But　their　econoinic　policy　was　reflected　to

the　foreign　po銭cy　to　contain　the　Chinese　ComエRunists　and　cohclude　a

nonagression　pact　with　tlte　Soviet　Union．

　　As　the　internatioRal　situation　and　economic　situation　changed，　the

National　Socialists　switched　from　confrontation　with　the　Right－Wing

faction　to　conciliation．　as　a　result　of　which　the　National　Socialists　became
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

dependent　on　the　Right－Wing　faction　for　the　labor　organization　wltereas

the　Right－Wing　faction　depended　on　the　National　Socialists　for　the　fore－

ign　policy　concerning　Asia．　Nevertkeless，　as　Japan　became　bogged　down

in　the　Sino－Japanese　War，　the　National　Socialists　broke　with　the　Right－

Wing　faction　and　participated　in　the　“　New　Political　Order”　（Shin　taisei

undO）　of　the　1940’s．
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